
(57)【要約】
本発明は、体液のｐＨを下げて免疫の病気を緩和と治療する薬剤組成物に関する。それは
食用酸と／または酸性塩を活性成分として体液のｐＨを下げて免疫の病気を緩和と治療す
る；食用酸と／または酸性塩を含む果ものまたはその製品が個人の免疫力を改善する薬品
、食品、飲み物、または保健用品の用途；アレルギ－リスクをふせぐ食品とその製造方法
；虫に刺されの薬剤；感冒薬；抗炎剤；バス剤；皮ふと接触するもの例えグロウブ、着物
の処理剤とその処理された物；皮ふからの吸収剤；心血管血栓の治療剤である。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
有 効 量 な 可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 を 活 性 成 分 と し 、 と 薬 学
的 に 許 容 さ れ る 添 加 剤 か ら な る 、 体 液 の ｐ Ｈ を 下 げ る こ と を 特 徴 と す る 免 疫 病
気 を 緩 和 と 治 療 す る 薬 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 は 無 機 酸 、 例 え ば り ん 酸 、 り ん 酸 二 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 り ん
酸 一 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 り ん 酸 二 水 素 カ リ ウ ム 、 り ん 酸 一 水 素 カ リ ウ ム 、 と そ の 混 合 物 の 如
く 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 免 疫 病 気 を 緩 和 と 治 療 す る 薬 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 は 有 機 酸 、 例 え ば フ マ ル 酸 、 コ ハ ク 酸 , α ー オ キ シ 酸 、 り
ん ご 酸 、 マ レ イ ン 酸 、 酒 石 酸 、 ク エ ン 酸 、 乳 酸 、 マ レ イ ン 酸 、 α ー オ キ シ オ ク タ ン 酸 、 グ
ル コ ン ラ ク ド ン 酸 、 グ リ コ ー ル 酸 、 酢 酸 、 プ ロ パ ン 酸 、 ア ス コ ル ビ ン 酸 、 ク エ ン 酸 二 水 素
ナ ト リ ウ ム 、 ク エ ン 酸 二 水 素 カ リ ウ ム 、 ク エ ン 酸 一 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 ク エ ン 酸 一 水 素 カ リ
ウ ム 、 コ ハ ク 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム , コ ハ ク 酸 水 素 カ リ ウ ム , 酒 石 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 酒 石 酸
水 素 カ リ ウ ム 、 フ マ ル 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 フ マ ル 酸 水 素 カ リ ウ ム 、 マ レ イ ン 水 素 ナ ト リ ウ
ム 酸 、 マ レ イ ン 酸 水 素 カ リ ウ ム 、 と そ の 混 合 物 の 如 く 、 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 の 免 疫 の 病 気 を 緩 和 と 治 療 す る 薬 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
免 疫 の 病 気 は 過 敏 作 、 免 疫 不 全 、 オ ー ト イ ン ミ ュ ン 、 と 腫 瘍 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
免 疫 の 病 気 を 緩 和 と 治 療 す る 薬 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 の 含 有 量 が 成 る べ く ０ ． ０ ６ ～ １ ０ ０ ％ 、 好 ま し く は ０ ．
１ ～ １ ０ ０ ％ 、 よ い の が ０ ． ２ ～ １ ０ ０ ％ 、 も つ と も よ い の が ０ ． ３ ～ １ ０ ０ ％ で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 免 疫 病 気 を 緩 和 と 治 療 す る 薬 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 ６ 】
口 投 与 剤 、 非 口 投 与 剤 、 或 る い は 体 外 用 剤 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 免 疫 病 気 を 緩 和 と
治 療 す る 薬 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 ７ 】
口 投 与 剤 の 形 は 、 カ プ セ ル 、 錠 、 プ レ ー ト 、 か り ゅ う 、 散 剤 、 丸 剤 、 口 錠 剤 、 シ ロ ー プ 、
薬 液 、 サ ス ペ ン シ ョ ン 、 食 品 に 混 ぜ る か の い ず れ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
免 疫 病 気 を 緩 和 と 治 療 す る 薬 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 ８ 】
口 投 与 剤 は ク ッ キ 、 ケ ー キ 、 キ ヤ ン デ イ 、 チ ュ ン ガ ム 、 缶 つ め 、 乳 製 品 、 ピ ー ナ ツ 製 品 、
プ リ ン 、 玉 子 製 品 、 料 理 と 混 ぜ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 免 疫 病 気 を 緩 和 と 治 療
す る 薬 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 ９ 】
口 投 与 剤 は ジ ュ ー ス 、 酒 （ 果 実 酒 、 ウ エ イ ス キ ー 、 ブ ラ ン デ イ 、 清 酒 、 ビ ー ル 、 薬 酒 ） ソ
フ ト ド リ ン ク 、 炭 酸 ド リ ン ク 、 運 動 ド リ ン ク 、 機 能 ド リ ン ク 、 コ ー ヒ ー 、 コ ー ラ 、 サ ル サ
、 乳 製 品 例 え ば 醗 酵 乳 製 品 、 薬 液 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 免 疫 病 気 を 緩 和
と 治 療 す る 薬 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ０ 】
醗 酵 乳 製 品 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 免 疫 病 気 を 緩 和 と 治 療 す る 薬 剤 組 成 物
。
【 請 求 項 １ １ 】
可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 が 酸 性 果 物 の 形 で 、 例 え ば ミ カ ン 、 レ モ ン 、 う め 、 グ レ プ
フ ル ー ツ 、 ぶ ど う 、 り ん ご 、 ス タ ー フ ル ー ツ 、 イ チ ゴ 、 パ イ ナ ッ プ ル ら が 0.3％ 以 上 の 本
発 明 の 可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 を 含 む で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 免 疫
病 気 を 緩 和 と 治 療 す る 薬 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ２ 】
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可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 が 、 成 る べ く は 0.06％ 以 上 、 好 ま し く は 0.3％ 以 上 の 可 食
用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 を 含 む 酸 性 果 物 、 例 え ミ カ ン 、 レ モ ン 、 う め 、 グ レ プ フ ル ー ツ
、 ぶ ど う 、 り ん ご 、 ス タ ー フ ル ー ツ 、 イ チ ゴ 、 パ イ ン ア ッ プ ル 、 の 製 品 の 形 で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 免 疫 病 気 を 緩 和 と 治 療 す る 薬 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ３ 】
口 投 与 剤 は 、 結 合 剤 例 え ば で ん ぷ ん 、 グ リ セ リ ン 、 ポ リ エ チ レ ン ピ ロ リ ド ン 、 Caー CMC、 C
MC、 ゼ ラ チ ン 、 グ ル キ ヤ ン 、 ア ラ ビ ヤ ゴ ム 、 ト ラ ン ド ン ゴ ム ； 濃 厚 剤 、 例 え ば プ ロ ピ レ ン
グ リ コ ル 、 ア ル ギ 酸 ナ ト リ ウ ム ； 軟 化 材 、 例 え ば D.B.P; 分 散 剤 例 え ば 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、
ポ リ エ チ レ ン 、 ス デ ァ ア ル コ ー ル 、 流 動 パ ラ フ ィ ン ； 乳 化 剤 例 え ば Spanー 60;防 腐 剤 例 え
ば パ ラ ー オ キ シ 安 息 香 酸 エ チ ル ； 潤 滑 剤 例 え ば ス デ ア リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 タ ル ク 粉 ； 酵
素 例 え ば パ パ イ ン 、 プ ロ メ リ ン 、 フ ィ シ ン ； 甘 美 料 例 え ば さ と う 、 グ ル コ ー ス 、 く ろ さ と
う 、 あ め 、 シ ロ ッ プ 、 蜂 蜜 、 果 糖 、 マ ル ト ー ゼ 、 ラ ク ト ー ゼ 、 オ リ ゴ ー マ 、 香 料 例 え ば ペ
パ ミ ン ト 、 は っ か 油 、 緑 油 、 イ チ ゴ 油 、 イ ソ 吉 草 酸 エ チ ル 、 ブ チ ル 酸 イ ソ ア ミ ル 、 コ コ ア
エ キ ス ； 色 素 例 え ば カ ラ メ ル 、 葉 緑 素 ； ハ ー ブ 例 え ば 、 ガ ン ビ ー ル 、 大 蒜 、 葱 、 白 党 参 、
玉 竹 、 桂 皮 、 川 牛 漆 、 川 キ ュ ウ 、 韮 、 生 姜 、 当 帰 、 甘 草 、 黄 シ ー 、 杏 仁 、 朝 鮮 ニ ン ジ ン 、
熟 地 、 何 烏 首 、 貝 母 、 白 ジ ュ ク 、 法 半 夏 、 陳 皮 、 ア ス パ ア ラ 、 蘇 子 、 生 地 黄 、 紫 蘇 、 知 母
、 白 介 子 、 桑 白 皮 、 百 合 花 、 コ ー ヒ ー 、 お 茶 ら の 粉 或 る い は 其 の 混 合 物 ;そ の 他 栄 養 品 例
え ば ミ ネ ラ ル 、 ビ タ ミ ン 、 乳 製 品 、 ピ ー ナ ツ 製 品 ;及 び 其 の 任 意 の 混 合 物 で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 免 疫 病 気 を 緩 和 と 治 療 す る 薬 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ４ 】
針 剤 は 筋 肉 、 皮 下 、 靜 脈 、 動 脈 、 関 節 内 、 腸 内 、 腫 瘤 内 給 薬 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 記 載 の 免 疫 の 病 気 を 緩 和 と 治 療 す る 薬 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ５ 】
吸 入 剤 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 免 疫 病 気 を 緩 和 と 治 療 す る 薬 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ６ 】
口 投 与 剤 、 例 え ば 液 態 、 膏 剤 、 ゾ ル 、 ス プ レ ー 、 皮 膚 吸 収 剤 ； 液 剤 の 溶 剤 は 水 、 ア ル コ ー
ル 、 そ の 他 の ア ル コ ー ル 類 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 免 疫 病 気 を 緩 和 と 治 療
す る 薬 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ７ 】
チ ン キ 製 品 を 外 傷 用 の 薬 剤 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 免 疫 病 気 を 緩 和 と 治 療
す る 薬 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ８ 】
風 薬 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 免 疫 病 気 を 緩 和 と 治 療 す る 薬 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ９ 】
虫 さ さ れ の 治 療 薬 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 免 疫 病 気 を 緩 和 と 治 療 す る 薬 剤
組 成 物 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
そ の 他 の 活 性 成 分 を 含 む 薬 剤 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 免 疫 病 気 を 緩 和 と 治
療 す る 薬 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ １ 】
可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 を 活 性 成 分 と し 、 体 液 の ｐ Ｈ を 下 げ て 免 疫 病 気 を 緩 和 と 治
療 す る 薬 剤 組 成 物 に 用 い る こ と を 特 徴 と す る 可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 の 用 途 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 は 有 機 酸 、 例 え ば フ マ ル 酸 、 コ ハ ク 酸 , α ー オ キ シ 酸 、 り
ん ご 酸 、 マ レ イ ン 酸 、 酒 石 酸 、 ク エ ン 酸 、 乳 酸 、 マ レ イ ン 酸 、 α ー オ キ シ オ ク タ ン 酸 、 グ
ル コ ン ラ ク ド ン 酸 、 グ リ コ ー ル 酸 、 酢 酸 、 プ ロ パ ン 酸 、 ア ス コ ル ビ ン 酸 、 ク エ ン 酸 二 水 素
ナ ト リ ウ ム 、 ク エ ン 酸 二 水 素 カ リ ウ ム 、 ク エ ン 酸 一 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 ク エ ン 酸 一 水 素 カ リ
ウ ム 、 コ ハ ク 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム , コ ハ ク 酸 水 素 カ リ ウ ム , 酒 石 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 酒 石 酸
水 素 カ リ ウ ム 、 フ マ ル 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 フ マ ル 酸 水 素 カ リ ウ ム 、 マ レ イ ン 水 素 ナ ト リ ウ
ム 酸 、 マ レ イ ン 酸 水 素 カ リ ウ ム 、 と そ の 混 合 物 の 如 く 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ 記 載 の 用
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途 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 が 無 機 酸 、 例 え ば り ん 酸 、 り ん 酸 二 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 り ん
酸 一 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 り ん 酸 二 水 素 カ リ ゥ ム 、 り ん 酸 一 水 素 カ リ ウ ム の 如 く で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ 記 載 の 用 途 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 が 酸 性 果 物 、 例 え ば ミ カ ン 、 レ モ ン 、 う め 、 グ レ プ フ ル ー
ツ 、 ぶ ど う 、 り ん ご 、 ス タ ー フ ル ー ツ 、 イ チ ゴ 、 パ イ ナ ッ プ ル 、 と そ れ ら の 製 品 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ 記 載 の 用 途 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 、 或 る い は 可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 を 含 む 酸 性 果 物
ま た は そ の 製 品 を 活 性 成 分 と し 、 体 液 の ｐ Ｈ を 下 げ て 個 人 の 免 疫 力 を 改 善 す る こ と を 特 徴
と す る 食 品 、 飲 料 、 保 健 品 へ の 用 途 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 が 有 機 酸 、 例 え ば フ マ ル 酸 、 コ ハ ク 酸 , α ー オ キ シ 酸 、 り
ん ご 酸 、 マ レ イ ン 酸 、 酒 石 酸 、 ク エ ン 酸 、 乳 酸 、 マ レ イ ン 酸 、 α ー オ キ シ オ ク タ ン 酸 、 グ
ル コ ン ラ ク ド ン 酸 、 グ リ コ ー ル 酸 、 酢 酸 、 プ ロ パ ン 酸 、 ア ス コ ル ビ ン 酸 、 ク エ ン 酸 二 水 素
ナ ト リ ウ ム 、 ク エ ン 酸 二 水 素 カ リ ウ ム 、 ク エ ン 酸 一 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 ク エ ン 酸 一 水 素 カ リ
ウ ム 、 コ ハ ク 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム , コ ハ ク 酸 水 素 カ リ ウ ム , 酒 石 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 酒 石 酸
水 素 カ リ ウ ム 、 フ マ ル 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 フ マ ル 酸 水 素 カ リ ウ ム 、 マ レ イ ン 水 素 ナ ト リ ウ
ム 酸 、 マ レ イ ン 酸 水 素 カ リ ウ ム ,と そ の 混 合 物 の 如 く 、 を 特 徴 と す る 請 求 の 範 囲 項 ２ 5記 載
の 用 途 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 が 無 機 酸 、 例 え ば り ん 酸 、 り ん 酸 二 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 り ん
酸 一 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 り ん 酸 二 水 素 カ リ ウ ム 、 り ん 酸 一 水 素 カ リ ウ ム 、 そ の 混 合 物 の 如 く
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 5記 載 の 用 途 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 が 酸 性 果 物 、 例 え ば ミ カ ン 、 レ モ ン 、 う め 、 グ レ プ フ ル ー
ツ 、 ぶ ど う 、 り ん ご 、 ス タ ー フ ル ー ツ 、 イ チ ゴ 、 パ イ ナ ッ プ ル 、 と そ れ ら の 製 品 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ５ 記 載 の 用 途 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
口 投 与 剤 は 食 品 に で 、 活 性 成 分 を ク 津 キ 、 ケ ー キ 、 キ ヤ ン デ イ 、 チ ュ ン ガ ム 、 缶 つ め 、 乳
製 品 、 ピ ー ナ ツ 製 品 、 プ ー デ イ ン 、 玉 子 製 品 、 料 理 と 混 ぜ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 の 範 囲
項 ２ 5記 載 の 用 途 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
口 投 与 剤 は 飲 料 に で 、 ジ ュ ー ス 、 酒 （ 果 実 酒 、 ウ エ イ ス キ ー 、 ブ ラ ン デ イ 、 清 酒 、 ビ ー ル
、 薬 酒 ） ソ フ ト ド リ ン ク 、 炭 酸 ド リ ン ク 、 運 動 ド リ ン ク 、 機 能 ド リ ン ク 、 コ ー ヒ ー 、 コ ー
ラ 、 サ ル サ 、 乳 製 品 例 え ば 発 酵 乳 製 品 、 薬 液 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 5記 載 の 用
途 。
【 請 求 項 ３ １ 】
可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 を も っ て 食 品 を 処 理 す る こ と を 特 徴 と す る 蛋 白 質 変 性 の 方
法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
蛋 白 質 変 性 の 食 品 は 牛 乳 、 粉 乳 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ １ 記 載 す る 蛋 白 質 変 性 の
方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 を も っ て 、 食 品 を 処 理 す る こ と を 特 徴 と す る 食 品 の ア レ ル
ギ ー リ ス ク を 下 げ る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
蛋 白 質 変 性 の 食 品 は 魚 、 蝦 ， か に 、 牛 乳 、 粉 乳 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ３ 記 載 す
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る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 が 有 機 酸 、 例 え フ マ ル 酸 、 コ ハ ク 酸 , α ー オ キ シ 酸 、 り ん
ご 酸 、 マ レ イ ン 酸 、 酒 石 酸 、 ク エ ン 酸 、 乳 酸 、 マ レ イ ン 酸 、 α ー オ キ シ オ ク タ ン 酸 、 グ ル
コ ン ラ ク ド ン 酸 、 グ リ コ ー ル 酸 、 酢 酸 、 プ ロ パ ン 酸 、 ア ス コ ル ビ ン 酸 、 ク エ ン 酸 二 水 素 ナ
ト リ ウ ム 、 ク エ ン 酸 二 水 素 カ リ ウ ム 、 ク エ ン 酸 一 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 ク エ ン 酸 一 水 素 カ リ ウ
ム 、 コ ハ ク 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム , コ ハ ク 酸 水 素 カ リ ウ ム , 酒 石 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 酒 石 酸 水
素 カ リ ウ ム 、 フ マ ル 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 フ マ ル 酸 水 素 カ リ ウ ム 、 マ レ イ ン 水 素 ナ ト リ ウ ム
酸 、 マ レ イ ン 酸 水 素 カ リ ウ ム 、 と そ の 混 合 物 の 如 く 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ３ 記 載 す る 方
法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 が 無 機 酸 、 例 え り ん 酸 、 り ん 酸 二 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 り ん 酸
一 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 り ん 酸 二 水 素 カ リ ウ ム 、 り ん 酸 一 水 素 カ リ ウ ム 、 と そ の 混 合 物 の 如 く
、 を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ３ 記 載 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 の 含 有 量 が 成 る べ く ０ ． ０ ６ ～ １ ０ ％ 、 好 ま し く は ０ ． １
～ ７ ％ 、 よ い の が ０ ． ２ ～ ４ ％ 、 も つ と も よ い が ０ ． ３ ～ ２ ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ３ ３ 記 載 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
請 求 の 範 囲 項 ３ １ ～ ３ ７ の 記 載 し た い ず れ の 方 法 で 生 産 す る 製 品 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 、 を 活 性 成 分 と し 、 体 液 の ｐ Ｈ を 下 げ て 個 人 の 免 疫 力 を 改
善 す る こ と を 特 徴 と す る 食 品 、 飲 料 、 保 健 品 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 が 有 機 酸 、 例 え ば フ マ ル 酸 、 コ ハ ク 酸 , α ー オ キ シ 酸 、 り
ん ご 酸 、 マ レ イ ン 酸 、 酒 石 酸 、 ク エ ン 酸 、 乳 酸 、 マ レ イ ン 酸 、 α ー オ キ シ オ ク タ ン 酸 、 グ
ル コ ン ラ ク ド ン 酸 、 グ リ コ ー ル 酸 、 酢 酸 、 プ ロ パ ン 酸 、 ア ス コ ル ビ ン 酸 、 ク エ ン 酸 二 水 素
ナ ト リ ウ ム 、 ク エ ン 酸 二 水 素 カ リ ウ ム 、 ク エ ン 酸 一 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 ク エ ン 酸 一 水 素 カ リ
ウ ム 、 コ ハ ク 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム , コ ハ ク 酸 水 素 カ リ ウ ム , 酒 石 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 酒 石 酸
水 素 カ リ ウ ム 、 フ マ ル 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 フ マ ル 酸 水 素 カ リ ウ ム 、 マ レ イ ン 水 素 ナ ト リ ウ
ム 酸 、 マ レ イ ン 酸 水 素 カ リ ウ ム ,と そ の 混 合 物 の 如 く 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ９ 記 載 の 食
品 、 飲 料 、 保 健 品 。
【 請 求 項 ４ １ 】
可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 が 無 機 酸 、 例 え ば り ん 酸 、 り ん 酸 二 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 り ん
酸 一 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 り ん 酸 二 水 素 カ リ ウ ム 、 り ん 酸 一 水 素 カ リ ウ ム 、 そ の 混 合 物 の 如 く
を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ９ 記 載 の 食 品 、 飲 料 、 保 健 品 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 の 含 有 量 が 成 る べ く ０ ． ０ ６ ～ １ ０ ０ ％ 、 好 ま し く は ０ ．
１ ～ ７ ％ 、 よ い の は ０ ． ２ ～ ４ ％ 、 も つ と も 良 い の は ０ ． ３ ～ ２ ％ で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ３ ９ 記 載 の 食 品 、 飲 料 、 保 健 品 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
抗 炎 剤 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 薬 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
バ ス 剤 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 薬 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
皮 膚 の 垢 を 治 療 剤 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 薬 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
皮 膚 と の 接 触 す る 品 物 の 処 理 剤 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 薬 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
皮 ふ か ら の 吸 収 剤 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 薬 剤 組 成 物 。
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【 請 求 項 ４ ８ 】
心 血 管 血 栓 の 治 療 剤 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 薬 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
体 内 ラ ジ カ ル の 除 去 剤 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 薬 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
脊 髄 動 物 、 特 に 哺 乳 動 物 、 も っ と も 人 間 の 薬 剤 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 薬
剤 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ １ 】
可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 で 皮 膚 と の 接 触 す る 品 物 を 処 理 し 、 そ の ア レ ル ギ ー 性 を 減
ら す 方 法 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
皮 膚 と の 接 触 す る 品 物 が 手 袋 ま た は 着 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
請 求 項 ５ １ 記 載 の 方 法 で 処 理 し た 手 袋 ま た は 着 物 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 を 活 性 成 分 と し て 、 体 液 の ｐ Ｈ を 下 げ る こ と を 特 徴 と す る
免 疫 の 病 気 を 緩 和 と 治 療 す る 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 産 業 上 の 利 用 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 体 液 の ｐ Ｈ を 下 げ て 免 疫 の 病 気 を 緩 和 と 治 療 す る 薬 剤 組 成 物 に 関 す る 。 そ れ は
食 用 酸 と ／ ま た は 酸 性 塩 を 活 性 成 分 と し て 体 液 の ｐ Ｈ を 下 げ て 免 疫 の 病 気 を 緩 和 と 治 療 す
る ； 食 用 酸 と ／ ま た は 酸 性 塩 を 含 む 果 も の ま た は そ の 製 品 が 個 人 の 免 疫 力 を 改 善 す る 薬 品
、 食 品 、 飲 み 物 、 ま た は 保 健 用 品 の 用 途 ； ア レ ル ギ ー リ ス ク を ふ せ ぐ 食 品 と そ の 製 造 方 法
； 虫 に 刺 さ れ の 薬 剤 ； 感 冒 薬 ； 抗 炎 剤 ； バ ス 剤 ； 皮 ふ と 接 触 す る も の 例 え グ ロ ウ ブ 、 着 物
の 処 理 剤 と そ の 処 理 さ れ た 物 ； 皮 ふ か ら の 吸 収 剤 ； 心 血 管 血 栓 の 治 療 剤 で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
免 疫 反 応 に よ る 過 敏 作 傷 害 が 四 つ の タ イ プ が あ る 。 Ｉ 型 は 即 時 型 過 敏 作 で １ ｇ Ｅ 抗 体 に よ
る 過 敏 作 で あ る 。 そ れ に 関 す る 疾 患 は ア ナ フ ィ ラ キ シ ー 、 ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 、 ぜ ん そ く 、
パ ー キ ン ソ ン 病 、 枯 草 熱 、 食 物 ア レ ル ギ ー な ど が あ る 。 Ｉ Ｉ 型 は 細 胞 毒 型 で あ っ て １ ｇ Ｍ
と １ ｇ Ｇ 抗 体 に よ る 過 敏 作 で 、 そ れ に 関 す る 疾 患 は 溶 血 病 、 自 己 性 溶 血 性 貧 血 、 急 性 リ ュ
ー マ チ 、 腎 臓 炎 、 薬 ア レ ル ギ ー 、 と 肝 炎 が あ る 。 Ｉ Ｉ Ｉ 型 は 免 疫 複 合 体 に よ る 過 敏 作 で 、
そ れ に 関 す る 疾 患 は 狼 瘡 、 腎 臓 炎 、 ア ル サ ス 反 応 、 類 風 湿 関 節 炎 、 血 管 炎 と 血 清 病 が あ る
。 Ｖ Ｉ 型 （ 遅 延 型 ） は Ｔ 細 胞 に よ る 過 敏 作 で 、 そ れ に 関 す る 疾 患 は 局 部 ア レ ル ギ ー 、 Ｉ 型
の 組 織 ア レ ル ギ ー 、 紅 斑 、 糖 尿 病 、 と 多 発 性 硬 皮 症 が あ る 。 　
【 ０ ０ ０ ３ 】
免 疫 欠 乏 病 （ Ｈ Ｉ Ｖ ） に は 先 天 性 免 疫 欠 乏 病 と 後 天 性 免 疫 欠 乏 病 に わ け る 。 前 者 は 人 間 免
疫 欠 乏 ビ ル ス に よ る 疾 患 、 上 呼 吸 道 の 感 染 、 疱 疹 病 毒 、 慢 性 肺 炎 、 イ ン フ ル エ ン ザ ー 、 と
皮 膚 炎 症 が そ れ に ぞ く す る 。 Ｈ Ｉ Ｖ に 感 染 さ れ た 患 者 の 大 部 分 は 、 一 度 安 静 な 病 状 を 経 て
、 そ の 際 Ｈ Ｉ Ｖ の 再 製 が 絶 え 間 な く 引 き つ づ き 、 Ｃ Ｄ ４ Ｔ 細 胞 が 時 間 に つ れ て 減 少 し 、 最
後 に は 僅 か な Ｃ Ｄ ４ Ｔ 細 胞 し か 残 ら ず 。 薬 が た だ 短 時 間 内 に Ｈ Ｉ Ｖ の 再 製 を 抑 制 し て Ｃ Ｄ
４ Ｔ 細 胞 の 数 も 少 し 上 る が 、 つ い 後 天 性 免 疫 欠 乏 総 合 症 に な っ て 死 ぬ 。 よ い ワ ク チ ン の 開
発 に 努 力 し て い る が ま だ 完 成 し て い な い 。 　 　
【 ０ ０ ０ ４ 】
癌 も 難 症 の 一 つ で あ る 。 薬 を も っ て 、 癌 細 胞 を 殺 し て よ い 細 胞 だ け を 残 す 事 が 不 可 能 で あ
る 。 研 究 に よ る と Ｔ 細 胞 が 腫 瘍 免 疫 と 関 わ る も の で あ る か ら 、 癌 の 治 療 を 改 善 す る に は 先
ず 異 変 蛋 白 質 が な ぜ 患 者 体 内 に て 毒 性 Ｔ 細 胞 を 誘 導 せ ず 機 構 を 解 明 し な け れ ば な ら な い 。
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こ の 研 究 が 免 疫 学 者 の 最 大 挑 戦 で あ る 。 な ぜ な ら ば 異 変 蛋 白 質 が 腫 瘍 の 特 異 抗 原 の み な ら
ず 、 癌 に な る 原 因 で も あ る 。 ワ ク チ ン を 基 礎 と し た 腫 瘍 抗 原 は Ｔ 細 胞 に よ る 癌 免 疫 治 療 の
理 想 的 方 向 な の で よ い 目 標 で あ る 。 腫 瘍 共 有 の 主 な 抗 原 か ら 抗 原 特 異 性 ワ ク チ ン が 作 ら れ
、 こ れ は Ｔ 細 胞 の 仲 介 す る 免 疫 治 療 剤 で あ る 。 だ が ワ ク チ ン の 腫 瘍 の 共 同 抗 原 を 検 定 す る
に は 時 間 が か か る し 、 ま だ 成 功 し て い な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
後 天 性 免 疫 系 統 が 自 体 抗 原 に 作 用 し て 組 織 に 傷 害 を 引 き 起 こ す 疾 患 が 自 己 免 疫 疾 患 と 称 す
る 。 自 体 抗 原 或 は 自 体 反 応 性 Ｔ 細 胞 が 仲 介 物 質 と し て 免 疫 反 応 に 参 加 し 、 組 織 に 傷 害 を 生
ず る の は 、 直 接 自 体 抗 原 を 含 む 細 胞 を 攻 撃 し 、 免 役 複 合 物 を 生 成 す る 或 は 局 部 の 発 炎 の 結
果 で あ る 。 Ｔ 細 胞 が 直 接 発 炎 と 組 織 の 破 壊 に 参 加 す る の み な ら ず 、 そ れ 自 身 も 自 体 抗 原 の
継 続 反 応 に 必 要 な 要 素 で あ る 。 自 己 免 疫 疾 患 を 抑 制 す る に は 、 い か に Ｔ 細 胞 の 認 識 す る 自
体 抗 原 を 検 定 す る か 、 又 い か に Ｔ 細 胞 の 活 性 化 を コ ン ト ロ ー ル す る た め の 知 見 を 知 ら な け
れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
免 役 デ ィ ス オ ー ダ ー の 疾 患 を 治 療 す る 薬 剤 に は 三 つ の 組 が あ る 。 第 一 組 み に は コ ル チ コ ス
テ ロ イ ド 類 の 抗 炎 剤 で 、 プ レ ド 二 ソ ー ン と ヒ ス タ ミ ン が あ る 。 第 二 組 み に は 細 胞 傷 害 剤 で
、 イ ム ラ ン と シ ク ロ ホ オ ス フ ア マ イ ド が あ る 。 第 三 組 み に は Ｔ 細 胞 内 信 号 伝 導 を 抑 制 す る
カ ビ 或 は 細 菌 の 誘 導 物 な の で 、 シ ク ロ ス ポ リ ン Ａ と ラ パ マ イ シ ン が あ る 。 こ れ ら の 抗 炎 剤
が 良 く 免 疫 系 統 を 抑 制 す る と と も に 傷 害 も 生 ず る 。 コ ル チ コ ス テ ロ イ ド 類 の 作 用 は 抗 炎 だ
が 、 数 多 く の 厳 重 な 副 作 用 を 生 じ 、 例 え ば 体 内 水 分 の 溜 ま り 、 体 重 の 増 加 、 糖 尿 、 オ ス テ
オ ポ ロ ー シ ス 、 皮 膚 薄 き な ど で あ る 。 そ れ は コ ル チ コ ス テ ロ イ ド 類 の 使 用 に よ る 自 体 ホ ル
モ ン 機 能 を 衰 え 、 し た が っ て 自 体 の 免 役 機 能 も 衰 え る 結 果 に な る 。 細 胞 傷 害 剤 の 免 疫 の 抑
制 効 果 は 細 胞 を 殺 す か ら で あ る が 、 そ れ も 免 役 機 能 の 衰 え 、 貧 血 、 腸 道 上 皮 細 胞 の 傷 害 、
脱 毛 、 胎 児 障 害 或 は 死 亡 な ど 副 作 用 を 生 じ る 。 カ ビ 或 は 細 菌 の 誘 導 物 剤 は 腎 臓 と そ の 他 器
官 を 傷 害 す る ば っ か り で な く 、 そ の 治 療 費 用 も 高 い 。 こ の 薬 剤 は 複 合 天 然 物 薬 剤 な の で 製
造 し 難 い 上 、 長 時 間 の 投 与 が 必 要 で あ る か ら 治 療 費 用 は ば か に な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ヒ ス タ ミ ン は 過 敏 作 反 応 の 際 常 に 傷 害 を 来 す 分 泌 物 の 一 つ で あ る 。 そ れ は 強 力 な 且 つ 多 く
の 生 理 反 応 の 伝 達 物 質 で あ る 。 ヒ ス チ ヂ ン か ら 酵 素 に よ る 脱 二 酸 化 炭 素 を 経 て ヒ ス タ ミ ン
に な る か ら 、 バ オ ア ミ ン か ら と い っ て 良 い 。 無 活 性 な 形 で 、 マ ス ト 細 胞 、 メ タ ク ロ マ チ 顆
粒 、 好 酸 球 、 好 塩 基 球 ら の 中 に い て 人 体 の い た る 器 官 の 組 織 と 体 液 に 分 布 し て あ る 。 マ ス
ト 細 胞 、 メ タ ク ロ マ チ 顆 粒 、 好 酸 球 、 好 塩 基 球 が 刺 激 さ れ た ら 直 ぐ 大 量 な ヒ ス タ ミ ン と 他
の 物 質 を 分 泌 す る 。 遊 離 し た ヒ ス タ ミ ン が あ ら ゆ る 器 官 と 組 織 に 多 く の 生 理 と 病 理 反 応 を
来 し て 、 血 管 の 透 過 性 を ま し 、 血 液 が 近 所 の 組 織 に 流 れ 込 む 。 こ の 反 応 の 結 果 と し て 血 管
の 血 液 が 尽 き 、 良 く 知 ら れ た ヒ タ ミ ン 中 毒 或 る ヒ ス タ ミ ン ・ シ ョ ッ ク と い う 病 気 を 引 き 起
こ す 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
過 敏 症 の 枯 草 熱 、 関 節 炎 、 パ ー キ ン ソ ン 病 ら の 治 療 す る に は 普 通 抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 が 良 く 使
わ れ る 。 そ れ は 鼻 水 、 く し ゃ み を 緩 和 し 、 結 膜 炎 と 呼 吸 困 難 も あ る 程 度 を 和 ら げ 、 ま た 痒
み と 食 物 ア レ ル ギ ー に よ る 瘍 腫 （ 疹 ） に も 和 ら げ る 。 化 学 的 立 場 か ら 見 る と 抗 ヒ ス タ ミ ン
薬 剤 が い ろ い ろ 有 る が 、 一 つ の 抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 を 持 っ て 各 種 の ア レ ル ギ ー 病 症 を い や す こ
と が で き ま せ ん し 、 又 他 人 に 効 く 薬 が 別 の 人 に も 効 く と は 限 ら ず 。 副 作 用 と し て は 目 眩 、
昏 睡 、 注 意 力 の 集 中 が 出 来 な い こ と を 挙 げ ら れ る 。 で あ る か ら 抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 を 投 与 し た
人 は 酒 飲 み や 車 運 転 に 注 意 力 集 中 を 要 求 す る 仕 事 を し て は い け な い 。 故 に 抗 ヒ ス タ ミ ン 剤
の 効 果 が 疑 は し い 。 又 、 伝 統 の 抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 は マ ス ト 細 胞 、 メ タ ク ロ マ チ 顆 粒 、 好 酸 球
、 好 塩 基 球 等 か ら 体 液 に 遊 離 す る ヒ ス タ ミ ン を 中 和 で き ず し 、 血 管 の 透 過 性 を 完 全 に 下 げ
る こ と も 出 来 ず し 、 炎 症 の 抑 制 が 出 来 ず し 、 細 胞 の 免 疫 を 増 強 す る こ と が 出 来 ず し 、 こ れ
ら が 伝 統 の 抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 の 決 点 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 が ヒ ス タ ミ ン の 受 容 器 Ｔ Ｈ １ を 抑 制 す れ ば マ ス ト 細 胞 、 好 酸 球 か ら 遊 離 し
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た ヒ ス タ ミ ン に 依 る 蕁 麻 疹 を 癒 す こ と が 出 来 る 。 伝 統 の 抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 は ア ミ ン の 化 合 物
か ら な る 。 周 知 の よ う に ア ミ ン は 高 塩 基 性 、 人 体 に 毒 性 が あ り 、 胃 腸 に 傷 害 を 来 た し 、 水
に 溶 け に く い な ど 問 題 が あ っ て 、 も と も と 薬 に ふ さ わ し く な い 。 化 学 科 学 者 が 有 機 酸 や 無
機 酸 を も っ て ア ミ ン と 反 応 し て ア ミ ン 塩 を 作 り 、 ア ミ ン の 傷 害 性 を 減 ら し 、 ま た そ の 溶 解
性 を も 高 め た 。 塩 酸 が 良 く 使 わ れ た 無 機 さ ん で あ る が 、 有 機 酸 な ら マ レ イ ン 酸 、 フ マ ル 酸
、 酒 石 酸 、 ク エ ン 酸 、 リ ン ゴ さ ん 、 タ ン リ ン 酸 、 琥 珀 酸 な ど が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
例 え ば 抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 の デ ィ フ ィ ン ヒ ト ラ ミ ン 系 と ク ル ロ フ ィ ン 二 ラ ミ ン 系 を 例 と し て 説
明 し よ う 。 そ れ ら の 製 造 は 塩 酸 を デ ィ フ ィ ン ヒ ト ラ ミ ン と 反 応 す れ ば デ ィ フ ィ ン ヒ ト ラ ミ
ン の 塩 酸 塩 化 合 物 が で き 、 塩 酸 を ク ル ロ フ ィ ン 二 ラ ミ ン と 反 応 す れ ば ク ル ロ フ ィ ン 二 ラ ミ
ン の 塩 酸 塩 化 合 物 が で き る 。 同 様 に 、 そ の 他 の 例 は マ レ イ ン 酸 、 ク エ ン 酸 、 タ ン リ ン 酸 、
サ ル チ ル 酸 、 り ん ご 酸 ら の 有 機 酸 を ア ミ ン と 中 和 反 応 す れ ば 、 そ れ ぞ れ の 生 成 物 質 は ク ル
ロ フ ィ ン 二 ラ ミ ン ・ マ レ イ ン 酸 塩 、 デ ィ フ ィ ン ヒ ト ラ ミ ン ・ ク エ ン 酸 塩 、 デ ィ フ ィ ン ヒ ト
ラ ミ ン ・ タ ン リ ン 酸 塩 、 デ ィ フ ィ ン ヒ ト ラ ミ ン ・ サ ル チ ル 酸 塩 、 ク ル ロ フ ィ ン 二 ラ ミ ン ・
り ん ご 酸 塩 と な る 。 こ れ ら 伝 統 抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 の 含 ま れ た 酸 成 分 、 た と え 塩 酸 、 マ レ イ ン
酸 、 酒 石 酸 、 ク エ ン 酸 、 り ん ご 酸 、 タ ン リ ン 酸 、 サ ル チ ル 酸 ら は た だ 単 純 な モ デ ィ フ ァ イ
ア で あ っ て ア ミ ン の 傷 害 性 を 減 ら し 、 ま た そ の 溶 解 性 を も 高 め る に 過 ぎ な い 。 こ れ は 伝 統
抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 の 由 来 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
日 常 の 生 活 に は 食 中 毒 と 虫 に 刺 さ れ 中 毒 が 有 る 。 前 者 は 病 原 菌 を 含 む 或 は 腐 敗 し た 食 品 を
食 べ て 病 原 菌 毒 素 に よ る 中 毒 で あ っ て 、 後 者 は 昆 虫 の 刺 さ れ に よ る 中 毒 で あ る 。 こ れ ら の
中 毒 に も 激 烈 な 免 疫 反 応 を き た す だ か ら 免 疫 病 の 一 つ と い え る 。 食 中 毒 の 治 療 に は 抗 毒 素
と 抗 毒 血 清 を 用 い る 。 抗 毒 素 と 抗 毒 血 清 類 毒 素 （ ジ フ テ リ ア 、 テ タ ナ ス 菌 毒 素 ） 或 る い は
血 清 （ 例 え ば 蛇 、 有 毒 の 黒 く も ） の 製 造 は 動 物 に 反 複 な ワ ク チ ン 接 種 を し て 得 た も の だ か
ら 大 量 な 抗 体 を ふ く む 。 で あ る か ら 人 体 に 使 用 す る 時 に は 、 先 ず ア レ ル ギ ー 検 査 を し 、 特
殊 な ア レ ル ギ ー 病 歴 の な い こ と を 確 か め た 上 だ け に 使 う の は 欠 点 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
以 上 は い ろ い ろ な 免 疫 病 気 の 治 療 現 状 と 薬 剤 の 欠 点 が あ っ て 、 本 発 明 者 が 研 究 し て つ い こ
の 発 明 を 完 成 し た 。
【 発 明 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 者 が 研 究 し て 分 っ た 事 は 、 免 疫 生 理 の メ カ 二 ズ ム か ら 見 る と 個 人 の 免 疫 能 力 を 維 持
す る に は 、 先 ず マ ク ロ フ ァ ー ジ 、 Ｔ 細 胞 、 Ｂ 細 胞 ら が 正 常 に 動 作 す る 低 い ｐ Ｈ 環 境 を 確 保
し 、 つ ま り 体 液 の 酸 性 条 件 で あ り 、 体 液 の ｐ Ｈ を 低 く す る に は 非 常 に 重 要 で あ る 。 そ の 理
由 は 次 に 述 べ る ：
【 ０ ０ １ ４ 】
１ 、 免 疫 系 統 の 補 体 は 血 し ょ う 蛋 白 質 系 統 で あ っ て 、 病 原 体 と 結 合 し て 印 を し 、 マ ク ロ フ
ァ ー ジ が そ の 印 を 認 識 し て 病 原 体 を 殺 し 、 又 Ｔ 細 胞 を も 活 性 化 す る 。
補 体 は い ろ い ろ な 種 類 の 蛋 白 質 系 統 を 大 量 に 補 充 し て 、 相 互 の 作 用 に よ っ て 病 原 体 を 殺 し
、 同 時 に 発 炎 反 応 を 引 き 起 こ し て 感 染 の 対 抗 に 助 け る 。 補 体 蛋 白 が 蛋 白 酵 素 な の で 蛋 白 酵
素 の 分 裂 作 用 に よ っ て 自 身 を 活 性 化 す る 。 こ の 蛋 白 酵 素 は 活 性 化 す る 前 に プ ロ エ ン チ ー ム
と し て 細 胞 に 蓄 え 、 た だ 酸 性 の 環 境 で 活 性 化 す る 。 （ Frank， S． T． ， and　 Nealis， A． S
． ， Immunol． Today　 、 ３ ２ ２ ～ ３ ２ ６ ， １ ９ ９ １ ； Todd， J． A． ， and　 Steinman
， L． ， Curr． Opin． Immunol． ， ８ ３ ～ ８ ９ ， １ ９ ９ ３ ） 。 で あ る か ら 補 体 が 機 能 を 発
揮 す る に は 酸 性 条 件 は 必 要 条 件 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
２ 、 細 胞 小 泡 内 の 病 原 体 に 対 し て 免 疫 作 用 を 行 う メ カ 二 ズ ー ム に は 、 先 ず 病 原 体 を MHC　 I
I　 と 結 合 し て CD４ T細 胞 に 提 示 し 、 提 示 さ れ た 細 胞 へ 影 響 は CD４ T細 胞 を 活 性 化 し 、 エ ン
ド サ イ ト 小 泡 内 の 病 原 体 と 寄 生 虫 を 殺 す こ と で あ っ て 、 そ の 時 細 胞 小 泡 内 の ｐ Ｈ は 低 い 条
件 で あ る 。 （ Chapman， H． M． ， Curr． Opi． Immunol． １ ０ ， ９ ３ ～ １ ０ ２ ， １ ９ ９ ８ ;Pi
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etes， J． ， Adv． Immunol． Curr． Opin． Immunol７ ５ ， l５ ９ ～ ２ ０ ８ ， ２ ０ ０ ０ ） 。 ゆ
え に CD４ T細 胞 を 活 性 化 し て 細 胞 小 泡 内 の 細 菌 と 寄 生 虫 を 殺 す に は 細 胞 小 泡 内 の ｐ Ｈ が 酸
性 で あ る こ と は 必 要 の 条 件 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
３ 、 細 胞 外 の 病 原 体 と 毒 素 に 対 し て 免 疫 作 用 を 行 う メ カ 二 ズ ー ム に は 、 先 ず 病 原 体 を MHC
　 II　 と 結 合 し て CD４ T細 胞 に 呈 示 し 、 呈 示 さ れ た 細 胞 へ 影 響 は B細 胞 を 活 性 化 し 、 １ gを
分 泌 し て 細 胞 外 の 病 原 体 と 毒 素 を 排 除 す る 。 そ の 時 細 胞 小 泡 の ｐ Ｈ が 酸 性 で あ る こ と は 必
要 条 件 で あ る 。 （ Morrison， L． A． etal． ， J． Exp． Med． １ ６ ３ ， ９ ０ ３ ， １ ９ ６ ８ ； P
aulnock， D． M． Curr． Opin． Immunol４ ， ３ ４ ４ ～ ３ ４ ９ ， l９ ９ ２ ） 。 ゆ え に 細 胞 外 の
病 原 体 と 毒 素 を 排 除 す る に は 細 胞 内 小 泡 の ｐ Ｈ が 酸 性 で あ る こ と は 必 要 条 件 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
４ 、 病 原 分 枝 ミ コ バ ク テ リ ア の 微 生 物 が 細 胞 内 に 寄 生 す る 病 原 体 で あ っ て 、 主 に マ ク ロ フ
ァ ー ジ 内 の フ ァ ゴ リ ゾ ソ ー ム の 中 に 存 在 し 、 抗 体 や 細 胞 毒 性 T細 胞 と の 反 応 を 避 け る 事 が
で き る 。 な ぜ な ら こ の 微 生 物 が フ ァ ゴ リ ゾ ソ ー ム と エ ン ド サ イ ト と の 融 合 を 防 ぐ 、 或 は エ
ン ド サ イ ト 小 泡 の 酸 性 化 作 用 を 抑 制 す る 。 リ ソ ゾ ー ム ・ プ ロ テ ア ー ゼ は 免 疫 機 能 を 発 揮 す
る に は 、 こ の 酸 性 化 作 用 に 依 る 活 性 化 が 必 要 な の で あ る 。 微 生 物 の 除 去 に は 、 TH１ 細 胞 が
マ ク ロ フ ァ ー ジ を 低 い ｐ Ｈ 条 件 の も と で 活 性 化 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
細 胞 質 内 の 病 原 体 の 処 理 に つ い て は 、 ま ず MHC　 lを 病 毒 の 外 膜 と 結 合 し て 細 胞 傷 害 CD８ T
細 胞 に 呈 示 す る 。 プ ロ テ ア ー ゼ 反 応 を 利 用 し て ア ス パ ラ ギ ン を ア ス パ ラ ギ ン 酸 に お き か え
る 。 そ れ か ら 膜 上 或 は 分 泌 型 プ ロ テ ィ ン 上 の ア ス パ ラ チ ル 基 と つ な が る 炭 化 水 素 化 合 物 を
細 胞 内 か ら 取 り 除 く 。 ア ス パ ラ ギ ナ ー ゼ の ハ ィ ド ロ リ シ ス は 酸 性 条 件 で 行 う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
細 胞 が ガ ン の 発 生 に 転 化 す る さ い 時 、 常 に MHC　 l分 子 の 大 量 減 少 に か か わ る 。 例 え ば ア デ
ノ ウ イ ル ス ー １ ２ に 感 染 さ れ た 細 胞 は 、 そ の ガ ン 遺 伝 子 の 変 化 と 抗 原 処 理 伝 送 因 子 （ TAP
ー １ &１ ２ ） の 不 足 に よ っ て MHC　 lに も 高 度 の 減 少 に か か わ る 。 ア デ ノ ウ イ ル ス 癌 か ら 見
て も 約 ６ ０ %の 転 移 性 腫 瘍 患 者 に は MHC　 lが 少 な い 。 （ York， I． A． ， etal． ， Immunol．
Rev． ， １ ７ ２ ， ４ ９ － ６ ６ ， １ ９ ９ ９ ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
５ 、 細 胞 の 突 然 変 異 し た 時 、 常 に MHC　 l分 子 の 大 量 減 少 或 は 表 現 し な い か ら ガ ン 細 胞 の 転
移 能 力 を 増 強 し 、 よ っ て ガ ン 細 胞 が T細 胞 に 攻 撃 さ れ る チ ャ ン ス が 少 な い 。 で あ る か ら ガ
ン 防 止 の 基 本 条 件 と し て 補 体 の 生 産 量 を 高 め る で し ょ う 。 つ ま り 低 い ｐ Ｈ の 問 題 で あ る 。
（ Niedermann， G． ， et　 al． ， Immunol． Rev． ， ２ ９ ～ ４ ８ ， １ ９ ９ ９ ； Charles
　 A． J． ， Immunobiology　 ５ ed， １ ６ １ ～ １ ７ ９ ， Garland　 and　 Publishing， NY， ２
０ ０ １ ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
６ 、 有 機 体 が 呼 吸 す る と き 約 ２ %の 酸 素 が ス ー パ オ キ シ ド ・ ア 二 オ ン に 変 え る 。 ス ー パ オ
キ シ ド ・ ア 二 オ ン の 活 性 は 非 常 に 活 発 な の で 、 た ん ぱ く 、 糖 、 脂 肪 酸 、 核 酸 ら と 反 応 し て
細 胞 の 正 常 な ス ト ラ ク チ ュ ア を 破 壊 し 、 ま た そ の 正 常 な 機 能 を 掻 き 乱 す 。 ガ ン 、 高 血 圧 な
ど 心 血 管 疾 患 、 ア ル ッ ハ ィ マ ー 病 、 痴 呆 、 老 人 免 疫 不 全 、 白 内 障 、 パ ー キ ン ソ ン 病 、 糖 尿
病 、 関 節 炎 、 炎 症 、 老 化 ら の 自 己 免 疫 疾 病 の 傷 害 を 引 き 起 こ す 。 こ の 種 類 の 病 気 は 皆 自 由
基 に よ る 傷 害 と 関 係 す る 。 （ Harman， D． ， Age　 ７ ， １ １ １ ～ １ ３ １ ， １ ９ ８ ４ ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
自 由 基 傷 害 を 防 止 す る 方 法 と し て ア ン チ オ キ シ ダ ン ト が よ く 使 わ れ る 。 つ ま り ス ー パ オ キ
シ ド ・ ジ ス ム タ ー ゼ （ SOD） 、 グ ル タ チ オ ン ・ ペ ル オ キ シ タ ー ゼ （ GPX） と ト リ ぺ プ チ ド ・
グ ル タ チ オ ン （ GSH） ら の ア ン チ オ キ シ タ ー ゼ で あ る 。 こ の 酵 素 は 次 に 述 べ る よ う に 破 壊
力 を 助 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
化 学 反 応 か ら 見 る と 自 由 基 、 特 に 酸 素 自 由 基 の 生 成 は ア ル カ リ 性 環 境 だ け に あ り 、 酸 性 の
場 合 に は あ り え な い 。 何 故 な ら ば 、 酸 性 の と き 酸 素 自 由 基 が 陽 子 つ ま り 水 素 イ オ ン に よ っ
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て 消 さ ら れ る 。 で あ る か ら 本 発 明 薬 剤 は 自 由 基 を 除 く 良 い 抗 自 由 基 剤 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
７ 、 人 間 の 生 理 と 密 接 な 関 係 を 持 つ 活 性 ペ プ チ ド は 、 SOD、 ア ヘ ン 類 ペ プ チ ド （ OP） 、 免
疫 活 性 ペ プ チ ド 、 抗 高 血 圧 ペ プ チ ド （ AP） 、 す な わ ち ア ン ギ オ テ ン シ ン 転 換 化 酵 素 抑 制 因
子 （ ACEI） 、 ア ン チ ト ロ ン ボ チ ッ ク ・ ペ プ チ ド （ ATP） 、 鉱 性 物 質 結 合 ペ プ チ ド 、 カ ゼ イ
ン ・ フ ォ ス フ ォ ペ プ チ ド （ CPP） 、 な ど が あ る 。 そ れ ら の 活 性 も 低 い ｐ Ｈ で 初 め て 表 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
例 え ば SODが 自 由 基 を 掴 む 反 応 は 酸 性 の 条 件 で 進 み 、 酸 性 の 条 件 で な け れ ば 反 応 の 方 程 式
が 右 へ 進 ま ず 、 終 に 酸 素 自 由 基 の 除 去 す る 事 が で き な い 。 反 応 の 方 程 式 は 次 の と お り で あ
る ：
【 ０ ０ ２ ６ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 発 明 薬 剤 が い ろ い ろ な 病 気 の 治 療 と 予 防 に 広 範 の 良 い 効 果 を 示 す 。 そ の 理 油 は 本 発 明 薬
剤 が 自 由 基 を 体 か ら 除 く こ と が で き 、 故 に 自 由 基 が 全 て の 病 気 の も と で あ れ ば 、 自 由 基 を
除 去 す れ ば 病 気 に か か ら ず 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
血 管 緊 張 素 転 化 酵 素 抑 制 剤 （ ACEI） 即 ち ACE抑 制 ぺ プ チ ド は 抗 高 血 圧 ぺ プ チ ド で あ り 、 そ
の ス ト ラ ク チ ュ ア が 活 性 に な る 必 要 条 件 は 、 Ｃ － 端 に あ る ア ル ギ 二 ン と リ シ ン の Ｃ － 端 に
あ る ア ミ ノ キ に 陽 電 荷 が あ る こ と 、 そ れ が 実 際 的 に 抑 制 作 用 の 機 能 を 表 す も の で あ る 。 CP
Pが カ ル シ ウ ム に 親 和 性 を 持 つ こ と は 、 リ ン 酸 ・ セ リ ー ン 酸 基 の 高 度 な 分 極 と 酸 性 領 域 に
リ ン 酸 カ ル シ ウ ム （ コ ロ イ ド ） が 安 定 に な る か ら で あ る 。 こ れ も ア ミ ノ さ ん 残 基 が 理 化 的
性 質 の 影 響 、 と く に イ オ ン と の 結 合 力 は 、 皆 酸 性 に よ っ て 決 ま る 。 で あ る か ら 本 発 明 薬 剤
は 高 血 圧 の 予 防 と 抑 制 の 機 能 を 高 め る 効 果 を も つ 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
体 内 組 織 に は ア ラ キ ド ン 酸 （ AA） が リ ポ キ シ ゲ ナ ー ゼ （ LO） の 作 用 を 受 け て １ ２ － コ サ テ
ト ラ エ ン 酸 （ １ ２ － HETE） と 無 色 ト リ エ ン 酸 （ LT） な ど 如 く オ キ シ の 誘 導 体 を 生 ず る 。 そ
れ ら は ア レ ル ギ ー と 炎 症 を 引 き 起 こ す 。 AAを 経 て シ ク ロ キ シ ゲ ナ ー ゼ （ CO） の 作 用 を 受 け
て プ ロ ス タ サ ク イ リ ン （ PGX・ PGI２ ） ， ト ロ ン ボ キ サ ン （ TxA２ ） 、 PGA２ 、 PGE２ 、 な ど
の 物 質 を 生 ず る 。 １ ２ － HETEは 人 体 の 顆 粒 細 胞 を 活 性 化 す る 作 用 を 持 つ （ Siegel， M． I．
etal， Proc． Natl． Acad． Sci． ， ， ３ ０ ８ － ３ １ ２ ， １ ９ ８ ０ ） 。 ５ － HETEは 遅 延
型 ア レ ル ギ ー 反 応 物 質 （ SRS） の 前 駆 物 質 で あ っ て 、 リ ポ キ シ ゲ ナ ー ゼ を 抑 制 で き れ ば 、
炎 症 と ア レ ル ギ ー も 抑 制 で き る 筈 で あ る 。 動 物 性 や 植 物 性 の リ ポ キ シ ゲ ナ ー ゼ は 皆 生 化 学
的 な 活 性 を 持 つ 。 植 物 の リ ポ キ シ ゲ ナ ー ゼ を 抑 制 で き る 抑 制 剤 な ら 、 血 液 の 血 小 板 或 は 白
血 球 か ら 誘 導 す る リ ポ キ シ ゲ ナ ー ゼ を も 抑 制 で き る こ と が 証 明 さ れ た （ Baumann， J． ， et
al． ， Prostaglandins： ， ６ ２ ７ ～ ６ ３ ９ ， １ ９ ８ ０ ） 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
AAか ら LOの 作 用 を 受 け て プ ロ ス タ サ ク イ リ ン （ PGX・ PGI２ ） と 前 列 凝 素 （ TxA２ ） を 生 成
す る 過 程 に は 、 LOの 作 用 は 前 列 腺 の 代 謝 と の 深 い 関 係 が あ る 。 こ の 関 係 は ア ン チ オ キ シ ダ
ン ト の 保 護 作 用 で あ る 。 脂 質 の 過 酸 化 反 応 に は 僅 か 量 の 水 酸 化 物 質 が 酵 素 の 活 性 部 に あ た
る 鉄 （ ３ ） 血 紅 素 と お 互 い に 反 応 を 起 こ し 、 酸 素 の 自 由 基 を 生 ず る 。 こ の 自 由 基 は AAか ら
一 つ の 水 素 原 子 を も ぎ 取 っ て 、 反 応 す る の を 促 進 す る 。 だ か ら 予 め 自 由 基 を 除 け ば 、 AAか
ら TxA２ へ の 生 成 す る カ ス ケ ー ド 反 応 を 防 ぐ こ と が で き る 。 非 ス テ ロ イ ド 類 抗 炎 剤 で あ る
ア ス ピ リ ン の 作 用 の 如 く 、 シ ク ロ キ シ ゲ ナ ー ゼ の 活 性 を 抑 制 し て か ら 血 小 板 の 凝 集 力 を 抑
制 す （ Chau, K. Z., Oxygen free radical and clinic, ３ ７ ～ ４ ０ , Hou Ki publisher 
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Taipei, Taiwan, ２ ０ ０ ３ ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
血 管 が 傷 つ け ら れ た 時 複 雑 な 相 互 作 用 に よ っ て 、 凝 集 の カ ス ケ ー ド を 展 開 し 、 血 小 板 を 活
性 化 し て 血 栓 と 栓 の 生 成 を 導 く 。 AAか ら き た TxA２ が 血 液 へ 入 る 事 は 、 止 血 小 栓 子 を 速 く
生 成 す る 時 に 大 切 な 塊 り 生 成 作 用 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 発 明 薬 剤 は シ ク ロ キ シ ゲ ナ ー ゼ の 活 性 を 抑 制 で き 、 前 列 腺 素 の 生 成 す る 過 程 も 抑 制 さ れ
る 、 故 に 栓 子 と 血 栓 の 生 成 に 依 る 脳 卒 中 の 脳 出 血 と 心 筋 梗 塞 な ど の 心 血 管 病 気 を 除 か れ る
。 何 故 な ら ば 血 小 板 か ら 出 す 前 列 腺 凝 素 は 血 小 板 に 凝 集 の メ ッ セ ー ジ を 強 め 、 そ れ は 血 固
ま り を 生 成 す る の が は じ め で る 。 で あ る か ら 前 列 腺 素 或 は シ ク ロ キ シ ゲ ナ ー ゼ の 活 性 を 抑
制 す る こ と が 出 来 れ ば 、 す べ で の 前 列 腺 素 の 生 物 合 成 を 抑 制 で き 、 つ い 血 栓 の 生 成 を な く
す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
人 体 が 正 常 の 時 に は 先 天 免 疫 力 を 持 つ が 、 体 力 が 弱 め た 時 に は 免 疫 力 を 失 う 。 こ の 免 疫 を
取 り 戻 す に は ， も っ と も 重 要 且 根 本 的 な 方 法 は 免 疫 生 理 の メ カ 二 ズ ム に 従 う こ と で あ る 。
正 常 に 動 作 す る 環 境 を 確 保 す る こ と で あ る 。 即 ち 体 液 に 低 い pHを 保 つ こ と が 必 要 な 条 件 で
あ る 。 前 に 述 べ た 通 り 、 体 液 が 酸 性 に 乏 し い な ら 免 疫 の 生 理 機 能 を 行 う こ と が で き な い か
ら で あ る 。 本 発 明 者 の 研 究 で 分 っ た 事 は 天 然 の 食 べ ら れ る 酸 或 は 酸 性 塩 が 体 液 の pHを 下 げ
る こ と が 出 来 る し 、 補 体 の 生 産 量 を 高 め る し 、 マ ク ロ フ ァ ー ジ 、 CD４ T細 胞 、 B細 胞 な ど の
作 用 力 を 高 め る し 、 或 い は 免 疫 力 を 回 復 す る 効 果 が あ る こ と を 発 見 し た 。 こ の 発 明 の 完 成
は 、 長 い 間 解 決 で き な か っ た 数 数 の 免 疫 病 気 を 解 決 し た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
食 中 毒 ま た は 昆 虫 の 毒 液 、 例 え ば 蜘 蛛 ら の 昆 虫 に 刺 さ れ て か ら 起 き っ た 中 毒 の 治 療 は 、 皆
体 内 の 免 疫 を 保 護 す る 問 題 で あ る 。 免 疫 の 問 題 で す か ら 本 発 明 薬 剤 も こ の 病 気 を 治 療 と 保
護 す る こ と が で き る 。 酸 性 を ま し て 滅 菌 し 、 毒 性 の 中 和 と 免 疫 力 を 高 め る 。 毒 素 の 大 部 分
は 蛋 白 質 で あ っ て 、 本 発 明 薬 剤 を も っ て 毒 素 を 変 性 し 、 又 は 中 和 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
唾 液 も 体 液 の 一 つ で あ っ て 普 通 の pHは ６ .８ あ た り を 示 す 。 試 験 を す る た め 一 人 の 男 性 が
歯 を 磨 い た 後 、 ７ ０ ０ ｍ ｇ の ク エ 酸 を 投 与 し て そ れ か ら 時 間 の 経 つ に つ れ 、 唾 液 の pHを 測
っ た 結 果 を 表 一 に 示 す 通 り で あ る 。 pHが 下 げ て ６ ０ 分 後 に 最 低 値 を 達 し 、 １ ２ ０ 分 後 に 原
の 値 に 戻 し た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
〔 表 １ 〕 　 唾 液 が 酸 に 受 け た 影 響
　
　
　
【 ０ ０ ３ ７ 】
酸 性 物 質 が 体 内 に 入 る と 、 人 体 の 生 理 的 な 機 能 に よ っ て 尿 と だ 液 の pHが 変 化 す る が 、 血 液
は 体 内 の バ ッ フ ァ ー 作 用 に よ っ て 直 ぐ 中 性 あ た り に 戻 る 。 骨 か ら カ ル シ ウ ム ・ イ オ ン を 遊
離 し て 中 和 を 行 い 、 余 っ た 水 素 イ オ ン が 酸 性 と 関 わ る 反 応 に 関 係 す る が 、 カ ル シ ウ ム ・ イ
オ ン は 免 疫 信 号 の 伝 達 を し 、 且 カ ル シ ン オ リ ン の 活 性 化 を ま す 。 本 発 明 薬 剤 は 代 謝 後 体 に
吸 収 さ れ て 何 も 残 ら な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ア レ ル ギ ー 反 応 の 結 果 は 体 各 々 の 器 官 が 危 篤 な 炎 症 を 引 き 起 こ す 。 本 発 明 薬 剤 が 体 液 の pH
を 下 げ 、 免 疫 病 気 を 治 療 又 は 緩 和 す る 効 果 を 持 つ 薬 な の で 、 炎 症 を 抑 制 効 果 が 良 い だ か ら
抗 炎 剤 に ふ さ わ し い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
そ こ で 本 発 明 は 有 効 量 な 可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 を 活 性 成 分 と し 、 と 薬 学 的 に 許 容
さ れ る 添 加 剤 か ら な る 、 体 液 の ｐ Ｈ を 下 げ 免 疫 病 気 を 緩 和 と 治 療 す る 薬 剤 組 成 物 を 提 供 す
る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
本 発 明 は 可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 を 活 性 成 分 と し 、 体 液 の ｐ Ｈ を 下 げ て 免 疫 病 気 を
緩 和 と 治 療 す る 薬 剤 組 成 物 の 用 途 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
又 本 発 明 は 可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 、 或 は 可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 を 含 む 酸
性 果 実 或 は そ の 製 品 を 、 個 人 の 免 疫 力 を 改 善 す る 食 品 、 飲 み 物 、 ま た は 保 健 品 に 用 途 を 提
供 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
又 本 発 明 は 可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 で 食 品 を 処 理 し て 、 食 品 の ア レ ル ギ ー リ ス ク を
下 げ る 食 品 の 製 造 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
本 発 明 は 有 効 量 な 可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 を 活 性 成 分 と し 、 と 薬 学 的 に 許 容 さ れ る
添 加 剤 か ら な る 、 体 液 の ｐ Ｈ を 下 げ 食 中 毒 と 虫 刺 さ れ 中 毒 の 病 気 を 癒 す 薬 剤 組 成 物 を 提 供
す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
本 発 明 は 有 効 量 な 可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 を 活 性 成 分 と し 、 体 液 の ｐ Ｈ を 下 げ て 抗
炎 薬 剤 組 成 物 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
本 発 明 は 有 効 量 な 可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 を 活 性 成 分 と し 、 体 液 の ｐ Ｈ を 下 げ て 感
冒 薬 剤 組 成 物 、 バ ー ス 薬 剤 組 成 物 、 頭 フ ケ の 治 療 薬 剤 組 成 物 、 皮 膚 と 接 触 す る 着 物 を 処 理
す る 薬 剤 組 成 物 と そ の 処 理 さ れ た 物 、 皮 膚 か ら 吸 収 す る 薬 剤 組 成 物 、 心 血 管 血 栓 の 防 止 の
薬 剤 組 成 物 、 自 由 基 を 除 去 す る 薬 剤 組 成 物 ， 鎮 痛 薬 剤 組 成 物 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
本 発 明 そ の 他 に 関 す る こ と は 、 以 上 に の べ た 範 囲 に 記 し て な い が 、 次 ぎ の 説 明 、 実 例 、 及
び 特 許 請 求 の 範 囲 に 示 す 各 項 を 基 づ き 普 通 の 技 術 者 が 容 易 に 分 る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
本 発 明 薬 剤 の 成 分 は 可 食 用 酸 ま た は そ の 酸 性 塩 な の で 人 体 に 対 し い て は 完 全 無 毒 で あ る 。
又 本 発 明 は も っ と も 基 本 的 な 体 内 自 由 基 の 除 去 と 免 疫 生 理 の メ カ ニ ズ ム に よ っ た 作 用 で あ
っ て 、 抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 の よ う に 只 あ る 一 種 類 の 受 容 器 を 防 ぐ だ け で は な い 。 こ れ は 本 発 明
薬 剤 が 普 通 の 化 学 薬 剤 で 治 療 す る 方 式 と の 最 大 な 違 い で あ リ 、 ま た も 本 発 明 の 特 徴 で あ る
。 本 発 明 薬 剤 の 成 分 の 可 食 用 酸 ま た は そ の 酸 性 塩 は 、 マ ク ロ フ ァ ー ジ 、 好 酸 性 細 胞 、 好 塩
基 性 細 胞 な ど か ら 遊 離 す る ヒ ス タ ミ ン を 結 合 し 、 ま た 受 容 器 を 封 ず る こ と も 出 来 る 。 な お
本 発 明 薬 剤 が 体 液 と 細 胞 の 酸 性 を 高 め 、 補 体 の 生 産 を 高 め 、 マ ク ロ フ ァ ー ジ 、 CD４ T細 胞
、 B細 胞 な ど の 免 疫 を 高 め 、 免 疫 機 能 を 回 復 し 、 抗 炎 と 鎮 痛 を し 、 血 管 の 透 過 性 を 下 げ る
こ と で あ る 。 抗 ヒ シ タ ミ ン 剤 の 如 く 伝 統 薬 剤 の 治 療 メ カ 二 ズ ム は 体 内 の ヒ ス タ ミ ン と 争 っ
て ヒ ス タ ミ ン 受 容 器 と を 反 応 し て 、 ヒ ス タ ミ ン を ヒ ス タ ミ ン 受 容 器 と 反 応 さ せ な い よ う に
す る 。 も し 抗 ヒ シ タ ミ ン 剤 が 先 に ヒ ス タ ミ ン 受 容 器 と 反 応 し な い な ら 無 用 に な る し 、 ま し
て マ ク ロ フ ァ ー ジ 、 好 酸 性 細 胞 、 好 塩 基 性 細 胞 な ど か ら ヒ ス タ ミ ン を 遊 離 す る こ と を 抑 制
で き な い 。 故 に 重 体 な ア レ ル ギ ー 患 者 の 治 療 に は 抗 ヒ シ タ ミ ン 剤 を 使 用 せ ず 、 先 ず エ ピ ネ
フ リ ン を 使 う か ら で あ る 。 伝 統 の 抗 ヒ シ タ ミ ン 剤 で ア レ ル ギ ー 抗 原 の 反 応 を 防 ぐ に は 、 一
日 ち ゅ 抗 ヒ シ タ ミ ン 剤 を 投 与 し な け れ ば な ら な い 。 そ う な ら 患 者 が ２ ４ 時 間 抗 ヒ シ タ ミ ン
剤 の 副 作 用 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 本 発 明 薬 剤 に は ア ミ ン を 含 ま ず 、 で あ る か ら 伝 統 抗
ヒ シ タ ミ ン 剤 の 様 な 副 作 用 は な い 。 も う 一 つ 本 発 明 薬 剤 の 成 分 は 人 体 の 代 謝 の 成 分 で あ る
か ら 、 代 謝 後 エ ネ ル ギ ー に か え て 細 胞 の 免 疫 作 用 の 活 力 に な る 。 本 発 明 薬 剤 が 良 い ア ン チ
オ キ シ デ ン ト で 自 由 基 を 有 効 的 に 除 き 、 人 体 の 免 疫 力 を 高 め る と 病 気 を 防 ぐ こ と で あ る 。
こ れ ら の 特 徴 は 伝 統 薬 剤 に は な い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ぺ 二 シ リ ン の 様 な ア ナ フ ァ キ シ ー を 発 生 し 易 い 理 由 は 、 ぺ 二 シ リ ン の β － ラ ク タ ン リ ン グ
が 人 体 の 蛋 白 質 の ア ミ ノ 酸 と 共 有 結 合 を す る こ と で あ る 。 こ の 様 に 修 飾 し た ぺ 二 シ リ ン の
自 身 ペ プ タ イ ド は あ る 媒 体 に 依 る TH２ の 反 応 を 引 き 起 こ す 。 し た が っ て ぺ 二 シ リ ン と 結 合
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し た B細 胞 を 活 性 化 し て 、 ぺ 二 シ リ ン 半 抗 原 と 反 応 す る IgE抗 体 を 造 る 。 ぺ 二 シ リ ン が B細
胞 の 抗 原 と 成 り 或 は 修 飾 的 な オ ー ト ペ プ タ イ ド が T細 胞 の 抗 原 に な る 。 こ の 様 に マ ス ト 細
胞 表 面 に あ る IgEが お 互 い に 結 合 し 、 ア レ ル ギ ー 反 応 を 引 き 起 こ し て ア ナ フ ァ キ シ ー と な
る 。 も し 本 発 明 薬 剤 を ぺ 二 シ リ ン と 一 緒 に 投 与 す れ ば ア ナ フ ァ キ シ ー を 防 ぐ こ と が で き る
。 同 じ 原 理 で ワ ク チ ン 接 種 の 時 に も 本 発 明 薬 剤 と 配 合 す れ ば 、 ワ ク チ ン 接 種 に 依 る 死 亡 事
件 も 少 な く な る 。 防 止 方 法 と し て は 、 本 発 明 薬 剤 を 配 合 し て 一 緒 に 投 与 し 、 先 に 投 与 し 、
後 で 投 与 す る な ど が あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
本 発 明 薬 剤 の 特 徴 は 天 然 な 可 食 用 酸 及 び 酸 性 塩 の 成 分 で あ っ て 大 量 に 投 与 で き る し 、 ま た
そ の 他 の 食 品 や 薬 品 と 配 合 し 、 な い し 食 品 の 加 工 際 そ の 表 面 に 処 理 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
本 発 明 に 使 用 出 来 る 食 用 酸 及 び 酸 性 塩 は 無 機 酸 と 有 機 酸 が あ る 。 例 え ば り ん 酸 、 り ん 酸 二
水 素 ナ ト リ ウ ム 、 り ん 酸 水 素 二 ナ ト リ ウ う ム 、 り ん 酸 二 水 素 カ リ ウ う ム 、 り ん 酸 水 素 二 カ
リ ウ ム 、 フ マ ル 酸 、 コ ハ ク 酸 , α ー オ キ シ 酸 、 り ん ご 酸 、 マ レ イ ン 酸 、 酒 石 酸 、 ク エ ン 酸
、 乳 酸 、 マ レ イ ン 酸 、 α ー オ キ シ オ ク タ ン 酸 、 グ ル コ ン ラ ク ド ン 酸 、 グ リ コ ー ル 酸 、 酢 酸
、 プ ロ パ ン 酸 、 ア ス コ ル ビ ン 酸 、 ク エ ン 酸 二 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 ク エ ン 酸 二 水 素 カ リ ウ ム 、
ク エ ン 酸 水 素 二 ナ ト リ ウ ム 、 ク エ ン 酸 水 素 二 カ リ ウ ム 、 コ ハ ク 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム , コ ハ ク
酸 水 素 カ リ ウ ム , 酒 石 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 酒 石 酸 水 素 カ リ ウ ム 、 フ マ ル 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム
、 フ マ ル 酸 水 素 カ リ ウ ム 、 マ レ イ ン 水 素 ナ ト リ ウ ム 酸 、 マ レ イ ン 酸 水 素 カ リ ウ ム 、 と そ の
混 合 物 の 如 く で 、 免 疫 病 気 を 治 療 と 癒 す に 良 い 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
本 発 明 薬 剤 は ア メ リ カ 食 品 と 薬 品 管 理 局 で 普 通 級 と 扱 わ れ 、 毒 性 の 問 題 が な い 。 注 射 剤 を
病 巣 （ 腫 瘍 の 如 く ） に 注 入 す る 際 小 量 を 使 う が 、 そ の 他 は 個 人 の 耐 酸 性 と 体 質 の 違 い に 従
う だ け で 余 り 投 与 量 を 限 定 し な い 。 普 通 な 薬 品 に 比 べ て か な り 大 き な 範 囲 が あ り 、 通 常 の
薬 用 量 は ０ .１ ～ ３ ０ ０ 　 ｍ ｇ ／ ｋ ｇ ／ dayで す が 、 特 別 な 場 合 そ の 薬 用 量 を 高 く す る 。 薬
剤 の 調 製 に は 、 す で に 知 ら さ れ た 製 薬 方 法 に 従 い 、 な い し 他 の 薬 剤 と 調 合 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
本 発 明 薬 剤 の 胃 腸 外 投 与 は 筋 肉 、 皮 下 、 靜 脈 、 動 脈 、 関 節 内 、 腸 内 、 腫 瘤 内 注 射 、 鼻 腔 （
吸 入 と ゾ ル ） な ど 体 外 用 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
非 飲 薬 の 体 外 薬 剤 の 調 製 に は 、 す で に 知 ら さ れ た 製 薬 方 法 に 従 い 、 そ の 形 は 液 体 、 ぺ ス ト
、 ゾ ル 、 ス プ レ ー 、 チ ン キ 、 皮 膚 貼 る 剤 等 が あ る 。 液 体 の 溶 剤 は 水 、 ア ル コ ー ル 、 と そ の
た の ア ル コ ー ル 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
針 剤 の 製 造 は 無 菌 室 に て 滅 菌 水 を 持 っ て 調 整 し ， 等 張 力 溶 液 に す る に は 砂 糖 と 塩 を よ く 使
う 。 溶 剤 に は 水 の 外 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル と ポ リ オ ー ル 類 例 え ば グ リ セ リ ン 、 プ ロ パ ン チ
オ ー ル 、 液 体 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル と そ の 混 合 物 も 使 え る 。 真 空 乾 燥 法 で 粉 末 に す る に
は 理 想 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
本 発 明 薬 剤 が 飲 薬 で あ る 時 、 活 性 成 分 で な い も の 例 え ば 稀 釈 剤 、 キ ャ リ ヤ 、 甘 味 料 、 香 料
、 ハ ー ブ 、 食 品 、 そ の 他 の 栄 養 品 、 そ の 混 合 物 、 と 製 薬 に 許 容 さ れ る 物 質 な ど を 含 む 事 が
で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
飲 薬 の 形 は カ プ セ ル 、 錠 、 プ レ ー ト 、 か り ゅ う 、 散 剤 、 丸 剤 、 口 錠 剤 、 シ ロ ッ プ 、 薬 液 、
サ ス ペ ン シ ョ ン 、 食 品 に 混 ぜ る な ど が あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
本 発 明 の 食 用 酸 及 び 酸 性 塩 活 性 成 分 を ク ッ キ ー 、 ケ ー キ 、 キ ャ ン デ イ 、 チ ュ ン ガ ム 、 缶 つ
め 、 乳 製 品 、 ピ ー ナ ツ 製 品 、 ド リ ン ク 、 プ ウ ン デ イ ン 、 玉 子 製 品 、 料 理 と 混 ぜ る 、 そ の 他
食 品 の 加 工 に 被 覆 ま た は 混 ぜ る こ と が で き る 。 そ の 時 可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 の 含
有 量 が 成 る べ く ０ .０ ６ ～ １ ０ ％ 、 好 ま し く は ０ .１ ～ ７ ％ 、 よ い の が ０ .２ ～ ４ ％ 、 も っ
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と よ い の が ０ .３ ～ ２ ％ で あ る こ と （ 後 ほ ど 表 五 の 実 施 例 で 証 明 し る ） 。 本 説 明 書 の ％ は
重 量 ％ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
本 発 明 の 食 用 酸 及 び 酸 性 塩 活 性 成 分 を も ド リ ン ク 、 例 え ば ジ ュ ー ス 、 酒 （ 果 実 酒 、 ウ イ ス
キ ー 、 ブ ラ ン デ イ 、 清 酒 、 ビ ー ル 、 薬 酒 ） ソ フ ト ・ ド リ ン ク 、 炭 酸 ド リ ン ク 、 運 動 ド リ ン
ク 、 機 能 ド リ ン ク 、 コ ー ヒ ー 、 コ ー ラ 、 サ イ サ 、 乳 製 品 例 え 発 酵 乳 製 品 、 薬 液 な ど に 製 造
す る こ と が で き る 。 そ の 時 可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 の 含 有 量 が 成 る べ く ０ .０ ６ ～
１ ０ ％ 、 好 ま し く は ０ .１ ～ ７ ％ 、 よ い の は ０ .２ ～ ４ ％ 、 も っ と よ い の は ０ .３ ～ ２ ％ で
あ る こ と （ 後 ほ ど 表 五 の 実 施 例 で 証 明 し る ） 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
本 発 明 の 食 用 酸 及 び 酸 性 塩 活 性 成 分 を 持 っ て 、 食 品 の 活 性 蛋 白 質 を 変 性 す る よ う に 処 理 す
る 。 そ の 量 は 活 性 蛋 白 質 を 変 性 化 す る 化 学 当 量 以 上 で あ る こ と 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
本 発 明 の 食 用 酸 及 び 酸 性 塩 活 性 成 分 を 持 っ て 、 皮 膚 と 接 触 す る 物 質 例 え ば 手 袋 、 着 物 の 表
面 を 処 理 し 、 表 面 に あ る ア レ ル ギ ー 原 或 は 蛋 白 質 を 変 性 す る よ う に 皮 膚 に 対 す る ア レ ル ギ
ー リ ス ク を 下 げ る 事 が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
同 じ よ う に シ ッ プ ー や サ ロ ン パ ス な ど 皮 膚 か ら 吸 収 す る 薬 剤 に は ゴ ム を ベ ー ス と す る が 、
皮 膚 に ア レ ル ギ ー を 引 き 起 こ す 。 普 通 は 、 サ ル チ ル 酸 や 抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 を 添 加 し て ア レ ル
ギ ー を 防 ぐ 。 し か し 、 サ ル チ ル 酸 は 腎 臓 に 害 を し 、 抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 も 前 に 述 べ た 欠 点 が あ
る 。 食 用 酸 及 び 酸 性 塩 が 抗 炎 、 抗 ア レ ル ギ ー の 特 性 が あ る ほ か 、 皮 膚 も 活 性 し て 薬 剤 の 吸
収 に も 役 立 つ 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
本 発 明 の 食 用 酸 及 び 酸 性 塩 が 抗 炎 、 抗 ア レ ル ギ ー の 作 用 が あ る の で ふ け や 痒 な ど 頭 皮 の 病
気 の 予 防 剤 例 え ば 洗 髪 剤 、 へ ア ト 二 ッ ク に も 効 果 が あ る 。 ア ル カ リ 性 洗 髪 剤 で 洗 う と 頭 皮
に ア ル カ リ 性 に な っ て 細 菌 が 繁 殖 し 易 い 環 境 と な る 。 毛 嚢 の 所 に 発 炎 し た ら ふ け と 痒 の も
と に な る 。 本 発 明 の 食 用 酸 及 び 酸 性 塩 が 良 い 抑 制 効 果 を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
本 発 明 の 食 用 酸 及 び 酸 性 塩 は 抗 炎 、 抗 ア レ ル ギ ー の 作 用 が あ る の で 、 同 様 の 心 血 管 血 栓 の
予 防 と 治 療 剤 も な る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
本 発 明 の 飲 み 薬 剤 、 食 品 、 或 は ド リ ン ク に は 、 活 性 成 分 の 外 に 結 合 剤 、 例 え ば で ん ぷ ん 、
グ リ セ リ ン 、 ポ リ エ チ レ ン ピ ロ リ ド ン 、 ア ク リ ル 酸 ・ イ ソ ボ ル ネ オ ー ル ・ コ ウ ポ リ マ 、 ア
ク リ ル 酸 ー ２ ー エ チ ル カ プ ロ イ ル 、 Caー CMC、 CMC、 ゼ ラ チ ン 、 グ ル キ ヤ ン 、 ア ラ ビ ヤ ゴ ム
、 ト ラ ン ド ン ゴ ム ； 濃 厚 剤 、 例 え ば プ ロ ピ レ ン グ リ コ ル 、 ア ル ギ 酸 ナ ト リ ウ ム ； 軟 化 材 、
例 え ば D.B.P; 分 散 剤 例 え ば 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ス デ ア ア ル コ ー ル 、 流 動 パ
ラ フ ィ ン ； 乳 化 剤 例 え ば Spanー ６ ０ ;　 防 腐 剤 例 え ば パ ラ ー オ キ シ 安 息 香 酸 エ チ ル ； 潤 滑
剤 例 え ば ス デ ア リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 タ ル ク 粉 ； 酵 素 例 え ば パ パ イ ン 、 プ ロ メ リ ン 、 フ ィ
シ ン ； 甘 美 料 例 え ば さ と う 、 グ ル コ ー ス 、 く ろ さ と う 、 あ め 、 シ ロ ッ プ 、 蜂 蜜 、 果 糖 、 マ
ル ト ー ゼ 、 ラ ク ト ー ゼ 、 オ リ ゴ ー マ 、 香 料 例 え ば ペ パ ミ ン ト 、 は っ か 油 、 緑 油 、 イ チ ゴ 油
、 イ ソ 吉 草 酸 エ チ ル 、 ブ チ ル 酸 イ ソ ア ミ ル 、 コ コ ア エ キ ス ； 色 素 例 え ば カ ラ メ ル 、 葉 緑 素
； ハ ー ブ 例 え ば 、 ガ ン ビ ー ル 、 大 蒜 、 葱 、 白 党 参 、 玉 竹 、 桂 皮 、 川 牛 漆 、 川 キ ュ ウ 、 韮 、
生 姜 、 当 帰 、 甘 草 、 黄 シ ー 、 杏 仁 、 朝 鮮 ニ ン ジ ン 、 熟 地 、 何 烏 首 、 貝 母 、 白 ジ ュ ク 、 法 半
夏 、 陳 皮 、 ア ス パ ア ラ 、 ソ シ 、 生 地 黄 、 紫 蘇 、 知 母 、 白 介 子 、 桑 白 皮 、 百 合 花 、 コ ー ヒ ー
、 お 茶 ら の 粉 或 る い は 其 の 混 合 物 ;そ の 他 栄 養 品 例 え ば ミ ネ ラ ル 、 ビ タ ミ ン 、 乳 製 品 、 ピ
ー ナ ツ 製 品 ;及 び 其 の 任 意 の 混 合 物 な ど 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
本 発 明 の 食 用 酸 及 び 酸 性 塩 の 活 性 成 分 を ０ ． ３ %以 上 を 含 む 酸 性 果 物 、 例 え ば ミ カ ン 、 レ
モ ン 、 う め 、 グ レ プ フ ル ー ツ 、 ぶ ど う 、 り ん ご 、 ス タ ー フ ル ー ツ 、 イ チ ゴ 、 パ イ ナ ッ プ ル
な ど を 直 接 薬 剤 と な る し 、 果 物 か ら 加 工 し た 製 品 が 食 用 酸 及 び 酸 性 塩 の 活 性 成 分 を 成 る べ
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く ０ .０ ６ %以 上 、 も っ と の ぞ ま し の は ０ .３ %以 上 を 含 む 物 も 同 様 に 使 え る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
本 発 明 薬 剤 を 食 品 の 形 に 作 っ た 時 、 そ の 食 品 を 食 べ た 量 に よ っ て 薬 剤 の 投 与 量 に 大 き い 影
響 を 与 え る 。 同 じ 投 与 量 と し た ら 本 発 明 薬 剤 を 含 む 量 が 低 い 食 品 な ら 、 よ り 多 い 食 品 を 食
べ な け れ ば な ら な い 。 薬 用 量 が ３ ０ ０ ｍ ｇ と し て 説 明 し よ う 、 患 者 一 回 の 飲 む 量 が ５ ０ ０
ｍ ｌ 或 は ５ ０ ０ gと し た ら 、 ３ ０ ０ ｍ ｇ は ５ ０ ０ gの ０ .０ ６ %に 相 当 す る 。 同 じ 様 に ２ ５ ０
ｍ ｌ 或 は ２ ５ ０ gと し た ら 、 ３ ０ ０ ｍ ｇ は ２ ５ ０ gの ０ .１ ２ %に 相 当 す る 。 患 者 が 薬 を 飲 む
に は 約 １ ０ ０ ｍ ｌ 或 は １ ０ ０ gの お 湯 を 飲 む か ら 、 ３ ０ ０ ｍ ｇ は １ ０ ０ gの ０ . ３ %に 相 当
す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
こ れ に 基 づ き 、 本 発 明 薬 剤 の 食 用 酸 及 び 酸 性 塩 の 活 性 成 分 の 量 は 成 る べ く ０ .０ ６ %～ l０
０ %、 可 は ０ .１ %～ l０ ０ %、 良 い の は ０ .２ %～ l０ ０ %、 最 も 良 い の は ０ .３ %～ l０ ０ %で あ
る （ 表 ５ の 実 施 例 に 検 証 す る ） 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
本 発 明 薬 剤 は 個 人 の 免 疫 力 を 改 善 す る 食 品 、 料 理 、 ド リ ン ク 、 或 は 保 健 品 の 形 に し た 場 合
、 可 食 用 酸 及 び 酸 性 塩 の 活 性 成 分 の 量 は 成 る べ く ０ .０ ６ %～ l０ %、 可 は ０ .１ %～ ７ %、 良
い の は ０ .２ %～ ４ %、 最 も 良 い の は ０ .３ %～ ２ %（ 食 品 、 ド リ ン ク 、 保 健 品 の 総 量 で 計 算 す
る ） で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
本 発 明 の 可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 を 食 品 に 加 工 す る こ と が で き る 。 所 謂 ア レ ル ギ ー
食 品 と は 、 例 え ば ミ ル ク 、 粉 ミ ル ク な ど の 食 品 に 活 性 な 蛋 白 質 含 み 、 そ の 活 性 な 蛋 白 質 が
食 べ た 人 に ア レ ル ギ ー を 引 き 起 こ す 食 品 と 言 う 。 活 性 な 蛋 白 質 を 活 性 で な い 蛋 白 質 に す れ
ば ア レ ル ギ ー が 起 こ ら な い 。 食 品 を 本 発 明 の 可 食 用 酸 と ／ ま た は そ の 酸 性 塩 で 処 理 し て 、
そ の 活 性 な 蛋 白 質 を 変 性 し た ら 食 品 の ア レ ル ギ ー を 防 ぐ こ と が で き る 。 そ の 可 食 用 酸 及 び
酸 性 塩 の 活 性 成 分 の 濃 度 は 成 る べ く ０ .０ ６ %～ l０ %、 可 は ０ .１ %～ ７ %、 良 い の は ０ .２ %
～ ４ %、 最 も 良 い の は ０ . ３ %～ ２ %で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
海 産 物 を 加 工 す る と き 、 本 発 明 薬 剤 を 適 当 な 量 添 加 す れ ば 、 海 産 物 に ア レ ル ギ ー し 易 い 人
に と っ て 大 変 有 り 難 い こ と で あ る 。 ア レ ル ギ ー し 易 い 人 は 海 産 物 を 食 べ ら れ な い こ と で あ
る 。 海 産 物 に は 高 い 不 飽 和 脂 肪 酸 を 含 む の で 、 空 気 中 の 酸 素 に 酸 化 さ れ や す い 。 本 発 明 約
薬 剤 は 抗 酸 化 剤 な の で 、 そ れ を 添 加 す る こ と に よ り 魚 の 品 質 が 保 存 さ れ る 。 こ れ も 本 発 明
の も う ひ と つ 特 徴 で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
本 発 明 約 薬 剤 の 治 療 効 果 は 酸 基 の 数 多 い 方 が 大 き い 。 ク エ ン 酸 を 例 と し て 見 れ ば そ の 効 果
の 順 序 は 次 ぎ 通 り で あ る
　 　 　 ク エ ン 酸 　 ＞ 　 二 水 素 ク エ ン 酸 塩 　 ＞ 　 一 水 素 ク エ ン 酸 塩
【 ０ ０ ７ ２ 】
本 発 明 に 述 べ た 個 体 は 、 脊 髄 動 物 で 特 に 哺 乳 動 物 、 も つ と も 人 間 で あ る 。
以 下 の 実 施 例 は 本 発 明 の 精 神 を 表 す が 、 本 発 明 の 説 明 だ け で 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る で は な
い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
実 施 例 １ ～ ３ ４ ：  ４ ８ ／ ８ ０ 化 合 物 に よ る ヒ ス タ ミ ン 遊 離 に 対 す る 本 願 化 合 物 の
抑 制 効 果 較 に よ る 説 明 す る 。
４ ８ ／ ８ ０ 化 合 物 は ア ル カ リ 性 の ポ リ ア ミ ン （ Sigma， ST． MO， USA） を 抗 原 と し て 、 マ ク
ロ フ ァ ジ ー ら の 細 胞 を 刺 激 し た 後 、 本 発 明 薬 剤 と そ の 他 の 薬 剤 を 抑 制 剤 と し 、 ヒ ス タ ミ ン
の 遊 離 に 対 す る 抑 制 効 果 を 比 較 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
（ １ ） 、 鼠 腹 腔 侵 出 細 胞 液 の 調 製 。 ウ シ 血 清 ア ル ブ ミ ン ０ ． １ ％ を 含 ん だ ロ ッ ク 液 （ Lock
e's　 solution： NaCl　 ９ .１ %， KC　 l０ .２ %， CaCl　 ２ ０ .１ ５ ， glucose　 １ .０ %， 他 は
蒸 溜 水 ） １ ０ ｍ ｌ を 放 血 致 死 せ し め た 鼠 の 腹 腔 に 注 射 し 、 軽 く マ ッ サ ー ジ し た 後 開 腹 し 腹
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腔 液 を 採 取 し た 。 さ ら に 同 液 ５ ｍ ｌ で 腹 腔 内 を 洗 浄 し た 後 該 液 を 採 取 し 先 の 腹 腔 液 と 混 合
し た 。 該 腹 腔 液 を ５ ０ ０ rpmで ５ 分 間 遠 心 分 離 し 、 沈 澱 物 に 冷 ロ ッ ク 液 ５ ｍ ｌ を 加 え 洗 浄
し た 後 、 再 度 冷 ロ ッ ク 液 ３ ｍ ｌ 加 え 鼠 腹 腔 侵 出 細 胞 液 と し た 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
（ ２ ） 、 ４ ８ ／ ８ ０ 化 合 物 に よ る ヒ ス タ ミ ン 遊 離 に 対 す る 薬 物 の 抑 制 効 果
上 記 で 得 た 鼠 腹 腔 侵 出 細 胞 液 ０ .３ ｍ ｌ に ロ ッ ク 液 ０ .５ ｍ ｌ 及 下 記 の 表 に 示 す
濃 度 に 調 製 し た 薬 剤 (各 々 薬 剤 を 先 ず 、 １ % NaHCO３ を 生 理 食 塩 水 に 溶 解 し た 後 、
ロ ッ ク 液 で １ OOｍ ｇ ／ ｍ ｌ に う す め る )を l.０ ｍ ｌ を 加 え ３ ７ ℃ で ５ 分 間 イ ン キ ュ べ ー
シ ョ ン し た 。 次 い で ４ ８ ／ ８ ０ 化 合 物 の ロ ッ ク 溶 液 （ １ ｍ ｇ /１ OO ｍ ｌ ） を ０ .２ ｍ ｌ ず
つ
く え ３ ７ ℃ で １ ０ 分 間 イ ン キ ュ べ ー シ ョ ン し た 。 冷 却 す る こ と に よ り 反 応 を 停
止 さ せ た 後 、 ２ ５ ０ ０ rpmで １ ０ 分 間 遠 心 分 離 し 、 １ .７ ｍ ｌ の 上 澄 部 と ０ .３ ｍ ｌ の 沈 澱
部 に 分 離 し た 。 上 澄 部 に 水 ０ .１ ｍ ｌ と １ ０ ０ %ト リ ク ロ ル 酢 酸 ０ .２ ｍ ｌ を 加 え 、 沈
澱 部 に ロ ッ ク 液 １ ． ５ ｍ ｌ と １ ０ ０ %ト リ ク ロ ル 酢 酸 ０ .２ ｍ ｌ を 加 え 、 室 温 で ３ ０ 間
放 置 し た 後 、 ３ ０ ０ ０ rpmで １ ５ 分 間 遠 心 分 離 し た 。 上 澄 部 及 び 沈 澱 部 の 各 上 澄
を %０ .３ ５ ｍ ｌ ず つ 取 り 、 各 各 に 水 １ ． ６ ５ ｍ ｌ 、 １ N水 酸 化 ナ ト リ ム ０ .４ ｍ ｌ を 順 次 加
え 、
さ ら に ０ .５ %OPT（ ォ ル ト フ タ ル ア ル デ ヒ ド ） メ タ ノ ー ル 溶 液 ０ .１ ｍ ｌ を 加 え 、
４ 分 間 室 温 で 反 応 さ せ た 。 次 い で ２ Mク エ ン 酸 ０ .２ ｍ ｌ を 加 え 反 応 を 停 止 さ せ た
後 、 そ れ ぞ れ の 蛍 光 を 蛍 光 光 度 計 に よ り 測 定 し た 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
尚 、 コ ン ト ロ ー ル と し て 、 薬 液 の 代 わ り に ロ ッ ク 液 を 、 ブ ラ ン ク に は 薬 液 及 び ４ ８ ／ ８ ０
化 合 物 の 代 わ り に ロ ッ ク 液 を 加 え る 以 外 、 上 記 と 同 様 に 操 作 さ せ た 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
４ ８ ／ ８ ０ 化 合 物 に よ る ヒ ス タ ミ ン 遊 離 に 対 す る 薬 液 の 阻 害 率 は 下 記 式 に よ り 算 出 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
ヒ ス タ ミ ン 遊 離 率 （ %） ＝ {Hs／ （ Hs+Hr） } x　 １ OO%　 =　 A
Hs＝ 上 澄 部 の 遊 離 ヒ ス タ ミ ン 量
Hr＝ 沈 査 部 の 残 存 ヒ ス タ ミ ン 量
【 ０ ０ ７ ９ 】
抑 制 率 （ %） ＝ １ OOー {（ 薬 剤 の A値 ー ブ ラ ン ク の A値 ） ／ （ コ ン ト ロ ー ル の A値 ー ブ ラ ン ク
の A値 ） }　 x　 １ OO%
計 算 の 結 果 は 表 ２ に 示 す 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
〔 表 ２ 〕 薬 剤 の ヒ ス タ ミ ン 抑 制 効 果 　
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【 ０ ０ ８ １ 】
〔 表 ３ 〕 薬 剤 の ヒ ス タ ミ ン 抑 制 効 果 　
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【 ０ ０ ８ ２ 】
表 ２ の グ リ シ リ ジ ン 酸 ト リ ナ ト リ ム 、 塩 酸 ジ フ ェ ン ヒ ド ラ ミ ン 、 ク エ ン 酸 フ ェ ニ ト ロ サ ア
ミ ン な ど は 市 販 さ れ る 抗 ヒ ス タ ミ ン 薬 剤 で あ る 。 結 果 か ら 分 る よ う に ヒ ス タ ミ ン 遊 離 に 対
す る 抑 制 率 が 低 い 。 本 発 明 の 薬 剤 は 完 全 な 抑 制 効 果 を 示 す 。 特 に 注 意 す べ く こ と は 、 ク エ
ン 酸 と ク エ ン 酸 フ ェ ニ ト ロ サ ア ミ ン と の 効 果 の 比 較 で あ る 。 前 者 は 本 発 明 の 物 だ が 後 者 は
伝 統 的 な 抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 で あ う 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
抗 ヒ ス タ ミ ン の 効 果 は 、 同 時 に 外 来 刺 激 に 依 る 免 疫 機 能 か ら 遊 離 す る 成 分 、 例 え ば １ ２ －
HETE、 LT、 PGX、 PGI２ 、 TxA２ 、 PGA２ 、 PGE２ 　 ら の 如 く を 抑 制 す る こ と が 出 来 る 、 故 に
血 栓 の 病 気 に 罹 ら な い 。
〔 実 施 例 ３ ５ か ら ４ ５ 〕
【 ０ ０ ８ ４ 】
： 抗 遅 延 型 ア レ ル ギ ー 免 疫 反 応 の 試 験
体 重 ２ ０ ～ ２ ３ gの 鼠 を 用 い ， 腹 毛 を 剃 っ た 処 に オ キ サ ゾ ロ ン の エ タ ノ ー ル 溶 液 （ ０ .５ w
／ v%） ０ .１ ｍ ｌ を 塗 っ て 感 作 さ せ た 。 感 作 し て ５ 日 後 オ キ サ ゾ ロ ン の ア セ ト ン 溶 液 （ ０ .
５ w／ v%） に 試 験 薬 を 溶 か し 、 そ の 溶 液 １ ０ μ lず つ を 右 側 耳 介 皮 膚 の 両 面 に 、 マ イ ク ロ ピ
ペ ッ ト （ １ ０ μ l） を 用 い て 塗 布 し た 。 ２ ４ 時 間 後 に エ ー テ ル 麻 酔 死 さ せ 、 薬 剤 塗 布 部 位
の 耳 介 の 一 部 分 と 左 側 (非 塗 布 部 ) 耳 介 の 対 応 部 分 を そ れ ぞ れ 円 型 （ 直 計 ５ .５ mm） に パ ン
チ 切 除 し 、 そ れ ぞ れ の 重 量 を 測 定 し 、 左 側 耳 介 片 側 重 量 を 基 準 と し て 、 右 側 耳 介 の 腫 脹 率
を 算 出 し た 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
腫 脹 抑 制 率 （ ％ ） ＝ ｛ （ 薬 剤 塗 布 し た 右 耳 介 の 重 量 ） ー （ 薬 剤 塗 布 せ ず 左 耳 介 の 重 量 ） ｝
／ （ 薬 剤 塗 布 せ ず 左 耳 介 の 重 量 ）
【 ０ ０ ８ ６ 】
尚 、 コ ン ト ロ ー ル 群 に は オ キ サ ゾ ロ ン の ア セ ト ン 溶 液 （ ０ .５ w／ v%） を 塗 布 し た 。 結 果 は
、 コ ン ト ロ ー ル 群 に 対 す る 試 験 薬 投 与 率 と し て 示 し た 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
〔 表 ４ 〕 　 腫 脹 抑 制 効 果
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 表 ３ 　 か ら 分 る 様 に 、 伝 統 薬 剤 の 抗 炎 効 果 が 良 く な い が 、 本 発 明 薬 剤 は
良 い 結 果 を 得 た 。 抗 炎 効 果 が あ れ ば 同 様 に 抗 痛 も で き る 。
〔 実 施 例 ４ ６ 〕 　 　 　 　
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 海 産 物 ア レ ル ギ ー の 抑 制 試 験
え び に ア レ ル ギ ー 体 質 を 持 つ ４ ５ 才 の 男 が 、 幼 い 時 か ら え び 類 に 敬 遠 し て 来 た 。 蝦 を 食 べ
る 前 に 本 発 明 薬 剤 の カ プ セ ル （ ５ ０ ０ ｍ ｇ 、 に ん に く ３ ０ wt%、 ク エ ン 酸 ７ ０ wt%を 含 む ）
２ を 投 げ 与 し た が 無 事 で し た 。 ２ 週 後 強 力 な 伝 統 抗 ア レ ル ギ ー 剤 （ グ リ シ リ ジ ン 酸 ト リ ナ
ト リ ウ ム １ ０ ８ ｍ ｇ 、 オ ロ チ ン 酸 ６ ０ ｍ ｇ 、 マ レ イ ン 酸 ク ロ フ ェ ニ ラ ミ ン ５ ｍ ｇ を 含 む ，
大 豊 製 薬 ） ２ を 投 げ 与 し た 後 、 か に 料 理 を 食 べ た 。 間 も な く 重 体 な 過 敏 作 を 起 こ し 、 つ い
病 院 へ 運 ば れ た 。
〔 実 施 例 ４ ７ ～ ５ ２ 〕
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 感 冒 に 対 す る 薬 剤 濃 度 の 試 験
本 発 明 薬 剤 が 錠 剤 や カ プ セ ル な ど の 飲 み 薬 の 薬 用 量 で は 、 普 通 の 錠 数 を 増 え れ ば 一 回 の 薬
用 量 を 増 え る 事 が で き る 。 し か し 、 薬 剤 が 食 物 と 混 ぜ て あ っ た ら ， そ の 一 回 の 薬 用 量 が 食
べ た 食 物 総 量 に 制 限 さ れ る 。 で あ る か ら 食 物 の 有 効 薬 剤 含 有 濃 度 に 一 定 の 要 求 が あ る 。 飲
み 物 が １ ０ ０ ｍ ｌ と し て 説 明 し よ う 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
６ 組 の そ れ ぞ れ 同 じ く な い 有 効 薬 剤 含 有 濃 度 を 有 り し 、 組 ご と の 基 本 組 成 は 同 じ く 、 水 １
０ ０ ｍ ｌ 、 ア ル ギ ン 酸 プ ロ ピ レ ン ０ .１ g、 果 糖 １ ０ g、 蒜 粉 ３ ０ ０ ｍ ｇ 、 姜 粉 １ ０ ０ ｍ ｇ
、 当 帰 粉 １ ０ ｍ ｇ 、 蜂 蜜 ３ g、 杏 仁 粉 １ ０ ｍ ｇ を 含 む 。 そ れ か ら ６ 種 類 量 の り ん ご 酸 （ １
０ ｍ ｇ 、 ６ ０ ｍ ｇ 、 １ ０ ０ ｍ ｇ 、 ２ ０ ０ ｍ ｇ 、 ３ ０ ０ ｍ ｇ 、 ６ ０ ０ ｍ ｇ ） を 各 組 み に 加 え
る 。 こ の ６ 組 の 薬 剤 を ６ 組 （ ５ 人 一 組 ） の 感 冒 患 者 ず つ に 、 二 時 間 ず つ 一 回 を 投 与 さ せ た
。 時 間 の 経 つ に つ れ て 、 感 冒 の 治 る 状 態 を 観 察 し 、 そ の 治 る 時 間 を 記 録 し た 。 結 果 は 表 ４
の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
〔 表 ５ 〕 　 感 冒 に 対 す る 薬 剤 量 の 効 果
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よ っ て 、 本 発 明 薬 剤 組 成 物 の 含 有 量 は な る べ く ０ ０ ６ %～ １ ０ ０ %、 可 は ０ .１ %～ １ ０ ０ %
、 良 は ０ .２ %～ １ ０ ０ %、 優 は ０ .３ %～ １ ０ ０ %で あ る 。 本 発 明 薬 剤 組 成 物 一 回 の 薬 用 量 の
濃 度 範 囲 は 、 濃 度 が 大 き い ほ ど 投 与 薬 用 量 が 小 さ く な る 。 毒 性 の あ る 薬 の 薬 用 量 は よ く （
ｍ ｇ ／ day／ ｋ ｇ ） で 標 示 す る が 、 本 発 明 薬 剤 組 成 物 は 可 食 性 な の で 一 回 に 食 べ ら れ る 食
物 量 、 そ の 食 物 に 含 む 薬 剤 の 濃 度 で 表 す の が 適 当 で あ ろ う 。
〔 実 施 例 ５ ３ ～ ６ ３ 〕
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 薬 剤 を 含 む 食 品 の 上 限 濃 度 の 味 覚 試 験
本 発 明 薬 剤 が 食 品 、 ア レ ル ギ ー 性 食 品 の ア レ ル ギ ー リ ス ク を 下 げ る 食 品 或 は 健 康 食 品 で あ
る と き 、 そ の 薬 剤 の 含 む 量 は 高 い ほ ど よ い で あ る が 、 酸 性 が 食 品 の 風 味 を 影 響 す る 。 で あ
る か ら 、 食 品 に 対 す る 薬 剤 の 含 量 に は 制 限 が あ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
２ ５ ０ gの ウ ゥ ロ ン 茶 葉 を ８ ０ ℃ の お 湯 で ８ ３ ０ ０ ｍ ｌ の お 茶 を 作 っ た 。 そ れ に ４ ２ ０ gの
砂 糖 を 加 え た 後 、 １ １ 組 の コ ッ プ に そ れ ぞ れ １ ０ ０ ｍ ｌ の お 茶 を 注 ぎ 、 各 組 の コ ッ プ に 表
５ に 示 す り ん ご 酸 の 量 を 加 え た 。 ６ 人 に 飲 み さ せ 、 各 組 の 風 味 を 最 優 、 優 、 良 、 可 、 不 可
に 分 け て 評 価 し た 結 果 を 人 数 で 表 し た の が 表 ５ に 示 す 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
【 ０ ０ ９ ５ 】
〔 表 ６ 〕 　 食 品 に 対 す る 薬 剤 量 が 味 覚 の 影 響 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ の 結 果 か ら 分 る よ う に 、 薬 剤 を 含 む 食 品 の 上 限 濃 度 は 、 可 は １ ０ %以 下 、 良 は ７ %以 下 、
優 は ４ %以 下 、 最 優 は ２ %以 下 で あ る 。 前 記 し た 薬 剤 含 有 濃 度 の 感 冒 試 験 に 決 め た 下 限 濃 度
と 組 合 わ せ る と 、 食 品 に 含 む 薬 剤 量 の 濃 度 は 、 成 る べ く ０ ． ０ ６ ～ １ ０ ０ ％ 、 好 ま し く は
１ ． ０ ～ １ ０ ０ ％ 、 よ い の は ０ ． １ ～ １ ０ ０ ％ 、 も つ と も よ い の は ０ ． ３ ～ １ ０ ０ ％ で あ
る こ と 。
〔 実 施 例 ６ ４ 〕
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 み か ん 皮 シ ロ ッ プ ド リ ン ク
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成 分 は み か ん 皮 チ ン キ ５ ０ ｍ ｌ （ エ タ ノ ー ル ６ ２ %） 、 ク エ ン 酸 ５ ０ g、 タ ル ク 粉 １ ５ g、
砂 糖 ８ ５ ０ g、 蒸 留 水 、 総 量 １ ０ ０ ０ ｍ ｌ で あ る 。
製 造 法 は 先 ず み か ん 皮 チ ン キ 、 ク エ ン 酸 、 タ ル ク 粉 な ど に 水 ４ ０ ０ ｍ ｌ を 加 え 、 研 磨 機 で
均 一 に し 、 濾 過 し た 後 に 砂 糖 を 加 え て 溶 解 し た 。 最 後 に 蒸 留 水 を 加 え 、 総 量 を １ ０ ０ ０ ｍ
ｌ し 、 濾 過 と 包 装 を し た 後 製 品 と す る 。
〔 実 施 例 ６ ５ 〕
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 針 剤
成 分 は ク エ ン 酸 ３ ６ g、 ク エ ン 酸 二 水 素 カ リ ウ ム ３ ４ g、 滅 菌 し た 水 適 量 、 総 量 は １ ０ ０ ０
ｍ ｌ と す る 。
製 造 法 は 先 ず 無 菌 室 で ク エ ン 酸 と ク エ ン 酸 二 水 素 カ リ ウ ム を 滅 菌 し た 水 溶 か し 、 総 量 を １
０ ０ ０ ｍ ｌ と し 、 溶 液 を 素 焼 陶 の ろ 過 器 で ろ 過 さ せ た 後 、 １ ０ ｍ ｌ の ア ン プ ル に 充 填 し て
チ ッ ソ 雰 い き の も と で 溶 封 さ せ た 。 そ れ か ら 高 圧 蒸 気 の 滅 菌 工 程 を え て 製 品 と す る 。
〔 実 施 例 ６ ６ 〕
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 軟 膏 剤
成 分 は 酒 石 酸 １ g、 酒 石 酸 水 素 カ リ ウ ム ０ .５ ｇ 、 形 質 流 動 パ ラ フ ィ ン １ ０ ｇ 、 ワ セ リ ン 適
量 、 総 量 は １ ０ ０ ｇ と す る 。
製 造 法 は 通 常 の 方 法 で 研 磨 混 合 と 調 整 包 装 を え て 酒 石 酸 １ ． ５ ％ の 軟 膏 剤 と し た 。
〔 実 施 例 ６ ７ 〕
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 カ プ セ ル 剤 　
成 分 は ク エ ン 酸 ３ ５ ０ ｇ 、 に ん に く ２ ０ ０ ｇ 、 し ょ う が ５ ０ ｇ 、 当 帰 １ ０ ｇ 、 ア ー モ ン ト
１ ０ ｇ 、 果 糖 ３ ０ ０ ｇ 。 各 成 分 を 研 磨 混 合 し た 後 、 硬 質 な カ プ セ ル に 充 填 し て １ ０ ０ ０ 個
の カ プ セ ル を え た 。
〔 実 施 例 ６ ８ 〕
【 ０ １ ０ ０ 】
　 顆 粒 と 錠 剤
成 分 は マ レ イ 酸 ３ ０ ｇ 、 ト ウ モ ロ コ シ ス タ ー チ ２ ０ ｇ 、 乳 糖 ２ ０ ｇ 、 Ｃ aー CMC ５ g、 ポ リ
エ チ レ ン ・ ピ ロ リ ト ン ５ ｇ 、 タ ル ク １ ０ ｇ で あ る 。
製 造 法 は 先 ず マ レ イ 酸 、 ト ウ モ ロ コ シ ・ ス タ ー チ 、 乳 糖 を 研 磨 し て 細 い 粉 に し 、 そ れ か ら
ポ リ エ チ レ ン ・ ピ ロ リ ト ン の ５ ％ 水 溶 液 を 結 合 剤 と し 、 常 法 に 依 っ て １ ～ ２ m／ mの 顆 粒 に
し た 。
【 ０ １ ０ １ 】
ま た タ ル ク を 潤 滑 剤 と し 、 上 記 の 顆 粒 を 製 錠 機 で 錠 状 に し て 、 マ レ イ 酸 ３ ０ ０ ｍ ｇ を 含 む
１ ０ ０ 個 の 錠 剤 と す る 。
〔 実 施 例 ６ ９ 〕
【 ０ １ ０ ２ 】
　 散 剤
成 分 は フ マ ル 酸 ５ ０ ｇ 、 微 結 晶 セ ル ロ ー ス ４ ０ ０ ｇ 、 ト ウ モ ロ コ シ ・ ス タ ー チ ５ ５ ０ ｇ 、
総 量 を １ ０ ０ ０ ｇ と す る 。
製 造 法 は 先 ず 、 フ マ ル 酸 を 水 に 溶 け た 後 、 微 結 晶 セ ル ロ ー ス に 吸 収 さ せ 、 乾 燥 し た 後 ト ウ
モ ロ コ シ ・ ス タ ー チ と 混 合 し 、 常 法 に 依 っ て フ マ ル 酸 の ２ ０ 倍 散 剤 に す る 。
〔 実 施 例 ７ ０ 〕
【 ０ １ ０ ３ 】
　 丸 剤
成 分 は コ ハ ク 酸 ５ ０ ｇ 、 リ ン 酸 二 水 素 カ リ ウ ム １ ｇ 、 甘 草 ５ ０ ｇ 、 朝 鮮 人 参 ５ ｍ ｇ 、 生 姜
１ ｇ 、 ス タ ー チ ５ ｇ 、 蜂 蜜 ５ ０ ｇ で あ る 。
製 造 法 は 先 ず 、 コ ハ ク 酸 を 研 磨 し て 細 い 粉 に し 、 そ れ か ら 他 の 成 分 と 混 合 で ン し た 後 ， 製
丸 機 で コ ハ ク 酸 ３ ２ ０ ｍ ｇ を 含 む １ ０ ０ 個 の 丸 剤 と し た 。
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〔 実 施 例 ７ １ 〕
【 ０ １ ０ ４ 】
　 口 錠 剤
成 分 は α ー オ キ シ オ ク タ ン 酸 １ ０ ０ ｇ 、 ゼ ラ チ ン ８ ０ ｇ 、 グ リ セ リ ン ２ ０ ０ ｇ 、 ア カ シ ア
ゴ ム ２ ０ ｇ 、 香 水 １ ６ ０ ｇ で あ る 。
製 造 法 は 先 ず 原 料 の α ー オ キ シ オ ク タ ン 酸 を 研 磨 し て 細 い 粉 に し た 。 ゼ ラ チ ン と ア カ シ ア
ゴ ム に 適 当 な 水 加 え て 軟 化 し た 後 グ リ セ リ ン を 加 え 、 そ れ か ら 加 熱 し て 透 明 に な っ た ら 、
熱 い う ち に α ー オ キ シ オ ク タ ン 酸 粉 末 を 加 え 、 攪 拌 均 一 に 成 っ た 後 、 型 に 注 ぎ ， 冷 却 し て
製 品 と す る 。
〔 実 施 例 ７ ２ 〕
【 ０ １ ０ ５ 】
　 懸 濁 液 剤
成 分 は コ ハ ク 酸 １ ０ ０ ｇ 、 SPANー ６ ０  ２ ０ ｇ 、 パ ラ ー オ キ シ 安 息 香 酸 エ チ ル １ ０ ０ ｍ ｇ
、 落 花 生 油 適 量 、 総 量 を １ ０ ０ ０ ｍ ｌ と す る 。
製 造 法 は 先 ず 、 コ ハ ク 酸 と SPANー ６ ０ を 研 磨 機 で 細 い 粉 に し た 後 、 パ ラ ー オ キ シ 安 息 香 酸
と 落 花 生 油 を 加 え 、 攪 拌 機 で ３ 分 間 激 し い 攪 拌 し た ら 缶 に 詰 め て 製 品 と す る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
〔 実 施 例 ７ ３ 〕 　 α ー オ キ シ エ タ ン 酸 液 剤 （ 非 チ ン キ 溶 液 ）
成 分 は α ー オ キ シ エ タ ン 酸 ６ ｇ 、 ス テ ア リ ル ア ル コ ー ル ４ ７ ｇ 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル ４ ７
ｇ 、 総 量 を １ ０ ０ ｇ と す る 。
製 造 法 は 先 ず ス テ ア リ ル ア ル コ ー ル と α ー オ キ シ エ タ ン 酸 を 蒸 気 浴 に 溶 か し 、 そ れ か ら エ
チ レ ン グ リ コ ー ル を 加 え て 、 完 全 混 合 す る ま で 攪 拌 し 、 蒸 気 浴 か ら 卸 し た ら ６ ％ α ー オ キ
シ エ タ ン 酸 を 含 む 非 チ ン キ 溶 液 と す る 。
〔 実 施 例 ７ ４ 〕
【 ０ １ ０ ７ 】
　 ク リ ー ム
甲 成 分 は ス テ リ ン 酸 １ ５ ｇ 、 へ キ サ デ カ ン ア ル コ ー ル ５ ｇ 、 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル ４ ０
０ 　 ５ ｇ 、 流 動 パ ラ フ ィ ン ４ ｇ 、 ク エ ン 酸 ５ ｇ で あ る 。
乙 成 分 は グ リ セ リ ン １ ０ ｇ 、 純 水 を 加 え て １ ０ ０ ｇ と す る 。
製 造 法 は 甲 と 乙 成 分 を お の お の に 調 製 し た 後 、 常 法 に 依 っ て 二 組 の 成 分 を 混 合 均 一 に し 、
ク エ ン 酸 ５ ％ を 含 む １ ０ ０ ｇ の ク リ ー ム と な る 。
〔 実 施 例 ７ ５ 〕
【 ０ １ ０ ８ 】
　 ス プ レ ー
成 分 は ク エ ン 酸 ０ .２ ５ 重 量 部 、 エ タ ノ ー ル ３ ３ 重 量 部 、 残 り は 推 進 剤 １ ２ ／ １ １ ４ （ ２
０ :８ ０ ） 、 総 量 を １ ０ ０ 重 量 部 と す る 。
製 造 法 は 先 ず 、 ク エ ン 酸 を エ タ ノ ー ル に 溶 け 、 冷 却 い て 定 量 的 に ス プ レ ー 容 器 に 充 填 し 、
そ れ か ら ー ３ ０ ℃ に 冷 却 し た 推 進 剤 を 定 量 的 に 充 填 し た 後 、 す ぐ バ ル ブ を 閉 め て 製 品 と す
る 。
〔 実 施 例 ７ ６ 〕
【 ０ １ ０ ９ 】
　 食 品 に 混 ぜ る (缶 詰 め )
製 造 法 は 先 ず い わ し １ ０ ｋ ｇ を 洗 浄 し 、 頭 尾 と 内 臓 を 取 り 除 い た 後 、 適 当 な 大 き さ に 裁 き
、 つ い て １ .２ ｋ ｇ の 塩 と ８ ０ ０ ｇ の ク エ ン 酸 を と け て あ っ た ２ ０ リ ッ ト ル の 熱 い お 湯 で
煮 熟 し た 後 、 ４ 号 缶 に ３ ５ ０ ｇ の 魚 肉 を 詰 め 、 そ れ か ら ７ ５ ｇ の ト マ ト ー ケ チ ヤ プ を 加 え
、 封 缶 後 通 常 の 熱 処 理 で 滅 菌 し て 製 品 と す る 。
〔 実 施 例 ７ ７ 〕
【 ０ １ １ ０ 】
　 食 品 に 混 ぜ る (ク ッ キ ー )
成 分 は メ リ ケ ン 粉 １ ０ ｋ ｇ 、 砂 糖 ３ .５ ｋ ｇ 、 シ ョ ー ト ニ ン グ オ イ ル ０ .８ ｋ ｇ 、 水 飴 １ ｋ
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ｇ 、 塩 ０ .０ ３ ｋ ｇ 、 発 酵 剤 ０ .２ ｋ ｇ 、 ア ル フ ァ ー オ キ シ エ タ ン 酸 ０ .６ ｋ ｇ で あ る 。
製 造 法 は 通 常 な ク ッ キ ー 製 造 方 法 に 従 い 、 即 ち メ リ ケ ン 粉 、 砂 糖 、 塩 、 ア ル フ ァ ー オ キ シ
エ タ ン 酸 を 別 々 に 研 磨 粉 砕 し 、 網 に 振 り 分 け た 後 混 合 し 、 一 部 の 発 酵 剤 と メ リ ケ ン 粉 も 振
り 分 け た 後 に 加 え て 混 合 し ， 最 後 に 水 飴 と シ ョ ー ト ニ ン グ オ イ ル 加 え て よ く 混 合 す る 。 混
合 物 を 整 形 し 、 少 量 サ ダ オ イ ル を 塗 っ た プ レ ト で 、 前 半 １ ８ ０ ℃ ～ ２ ０ ０ ℃ 、 中 間 ２ ２ ０
～ ２ ５ ０ ℃ 、 後 半 １ ５ ０ ℃ ～ ２ ０ ５ ℃ の 範 囲 で や い て 製 品 と す る 。
〔 実 施 例 ７ ８ 〕
【 ０ １ １ １ 】
　 食 品 に 混 ぜ る (ケ ー キ )
成 分 は メ リ ケ ン 粉 １ ｋ ｇ 、 砂 糖 １ ｋ ｇ 、 玉 子 １ ｋ ｇ 、 グ ル コ ウ ノ ラ ク ト ン １ ５ ０ ｇ 、 水 ３
０ ０ ｇ で あ る 。
製 造 法 は 先 ず 、 玉 子 の 白 身 を 泡 立 ち 器 で 泡 を 立 っ た ら 、 玉 子 の 黄 色 、 砂 糖 、 グ ル コ ウ ノ ラ
ク ト ン 、 水 な ど を 加 え 、 攪 拌 均 一 に し た ら メ リ ケ ン 粉 を 振 り 分 け て 加 え 、 軽 く 混 合 し て 型
に 注 い だ 後 、 焼 い た ら 製 品 と す る 。
〔 実 施 例 ７ ９ 〕
【 ０ １ １ ２ 】
　 食 品 に 混 ぜ る (キ ャ ン デ ィ )
成 分 は 白 砂 糖 ４ ３ ０ ｇ 、 で ん ぷ ん シ ロ ッ プ ３ ５ ０ ｇ 、 転 化 シ ロ ッ プ １ ７ ０ ｇ 、 ゼ ラ チ ン ５
０ ｇ 、 ク エ ン 酸 二 水 素 ナ ト リ ウ ム ２ ０ ｇ 、 ク エ ン 酸 二 水 素 カ リ ウ ム ２ ０ ｇ 、 バ ニ ラ 精 ２ ｍ
ｌ で あ る 。
製 造 法 は 先 ず 、 ゼ ラ チ ン を 小 粒 に き り 、 二 重 な べ に 約 ３ 倍 の 水 を 加 え 、 二 重 な べ で 加 熱 軟
化 し た 。 ソ フ ト キ ャ ン デ ィ 製 造 方 法 で 、 白 砂 糖 、 で ん ぷ ん シ ロ ッ プ 、 転 化 シ ロ ッ プ を 溶 解
し て 煮 込 め た 後 、 ク エ ン 酸 二 水 素 カ リ ウ ム 、 ク エ ン 酸 二 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 香 料 を 加 え て 混
合 均 一 に し 、 つ い に 溶 か し た ゼ ラ チ ン 液 を 加 え 、 注 意 深 い 攪 拌 し て 泡 を 除 き 、 粉 型 成 形 、
切 、 包 装 ら の 工 程 を え て 製 品 と す る 。
〔 実 施 例 ８ ０ 〕
【 ０ １ １ ３ 】
　 食 品 に 混 ぜ る (チ ュ イ ン ガ ム ， 片 剤 )
成 分 は ポ リ 酢 酸 エ チ レ ン の ５ ０ ％ 液 ５ ０ ０ ｇ 、 軟 化 材 （ D.B.D） １ ５ ０ ｇ 、 炭 酸 カ ル シ ウ
ム ２ ０ ０ ｇ 、 メ リ ケ ン コ ５ ０ ｇ ら を 混 合 し て ガ ム 剤 と す る 。
製 造 法 は 先 ず 、 ガ ム 剤 を ２ １ ０ ｇ を 、 リ ン ゴ 酸 ５ ０ ｇ 、 砂 糖 ６ ５ ０ ｇ 、 水 飴 １ ０ ０ ｇ 、 薄
荷 ３ ｍ ｌ な ど と 練 っ た 後 、 圧 出 、 ロ ー ラ ー で な ら し 、 き り 、 包 装 な ど 工 程 を え て 製 品 と す
る 。
 〔 実 施 例 ８ １ 〕
【 ０ １ １ ４ 】
　 食 品 に 混 ぜ る (ミ ネ ラ ー ル を 含 む 乳 酸 飲 料 )
成 分 は ス キ ム ミ ル ク １ ｋ ｇ 、 砂 糖 １ .５ ｋ ｇ 、 乳 酸 １ ５ ｋ ｇ 、 乳 酸 カ ル シ ウ ム ５ ｇ 、 プ ロ
ピ レ ン ア ル ギ ン 酸 グ リ コ ル ４ ｇ で あ う 。
製 法 は 先 ず 、 ス キ ム ミ ル ク を ５ ０ ℃ ま で 加 熱 し 、 砂 糖 を 加 え て 溶 解 後 、 乳 酸 カ ル シ ウ ム と
プ ロ ピ レ ン ア ル ギ ン 酸 グ リ コ ル を 加 え 、 ８ ０ ℃ で ２ 時 間 を 保 ち 、 滅 菌 後 ろ 過 し 、 １ ５ ℃ ま
で 冷 却 を し た 。 乳 酸 に 水 を 加 え ７ ５ ｍ ｌ に な っ て か ら 、 そ の ろ 液 を 攪 拌 し な が ら 加 え た 後
、 瓶 に 詰 め て 製 品 と す る 。
 〔 実 施 例 ８ ２ 〕
【 ０ １ １ ５ 】
　 食 品 に 混 ぜ る (ピ ー ナ ツ 製 品 )
成 分 は ピ ー ナ ツ １ ｋ ｇ 、 塩 ２ ０ ｇ 、 フ マ ル 酸 ２ ５ ｇ 、 レ シ チ ン ５ ０ ｇ 、 パ イ ナ ッ
プ ル 酵 素 ２ ０ ｍ ｇ 、 ア ル コ ー ル ２ ｍ ｌ で あ る 。
製 法 は 先 ず 、 ピ ー ナ ツ を １ ６ ０ ℃ に １ 時 間 炒 め 、 十 分 に 乾 燥 し た ら 粉 砕 機 で 粉
砕 し 、 皮 と 胚 を 振 り 分 け 除 く 後 塩 、 レ シ チ ン 、 パ イ ナ ッ プ ル 酵 素 （ 先 ず ア ル コ ー ル に 溶 け
た ） フ マ ル 酸 加 え て ペ ス ト 成 る よ う に し て 製 品 と す る 。
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 〔 実 施 例 ８ ３ 〕
【 ０ １ １ ６ 】
　 食 品 に 混 ぜ る (プ ー デ ィ ン )
成 分 は ミ ル ク ７ ５ ０ ｍ ｌ 、 玉 子 ６ 個 、 砂 糖 １ ５ ０ ｇ 、 酒 石 酸 ２ １ ｇ 、 イ ソ ー 吉 草 酸 エ
チ ル ２ 滴 、 カ ラ メ ル 原 料 （ 砂 糖 １ ０ ０ gと 水 ６ g） を １ ０ 人 前 分 の 原 料 と す る 。
製 法 は 先 ず 、 砂 糖 と 水 と を フ ラ イ パ ン で カ ラ メ ル に 調 製 し た 後 、 そ れ を 容
器 底 に 少 量 の バ ー タ ー を 塗 っ た １ ０ 個 の プ ー デ ィ ン 容 器 に 分 け た 。 底 湿 っ た 鍋
に ミ ル ク と 香 料 を 加 え て 加 熱 し 、 沸 騰 し よ う 時 に 攪 拌 し な が ら 、 別 に 泡 立 ち 機
で 玉 子 と 砂 糖 の 混 合 物 を 泡 立 ち に し た 混 合 液 を 加 え て 攪 拌 し 、 液 体 を 容 器 に 注
い で 、 １ ６ ０ ℃ の 蒸 し 機 で ３ ０ 分 間 処 理 し た ら 製 品 と す る 。
 〔 実 施 例 ８ ４ 〕
【 ０ １ １ ７ 】
　 オ レ ン チ ジ ュ ー ス
原 料 は 甘 み １ ０ 度 、 酸 １ .０ %の オ レ ン チ ジ ュ ー ス ５ ｋ ｇ 、 無 水 果 糖 ０ .８ ５ ｋ ｇ 、 オ レ
ン チ ・ エ ッ セ ン ス １ ｍ ｌ 、 ク エ ン 酸 １ ５ ０ ｇ で あ る 。
製 造 方 法 は 、 原 料 を 混 合 溶 解 し 、 水 を 加 え て 総 量 を １ ０ リ ッ ト ル の オ レ ン チ
ジ ュ ー ス と す る 。 そ れ を 包 装 す れ ば 製 品 と す る 。
 〔 実 施 例 ８ ５ 〕
【 ０ １ １ ８ 】
　 ソ フ ト ジ ュ ー ス ・ ド リ ン ク （ オ レ ン チ ジ ュ ー ス を 含 む ）
原 料 は 甘 み ５ ０ 度 、 酸 味 ６ %の オ レ ン チ ジ ュ ー ス ５ ｋ ｇ 、 砂 糖 １ .２ ｇ 、 り ん ご 酸 ２ ０ ０ ｇ
、 オ レ ン チ ・ エ ッ セ ン ス ５ ｍ ｌ 、 水 適 量 、 総 量 を １ ０ リ ッ ト ル と す る 。
製 法 は 原 料 を 混 合 溶 解 し 、 水 を 加 え て 総 量 を １ ０ リ ッ ト ル し た 後 、 瓶 に 詰 め て
通 常 法 に よ っ て 二 酸 化 炭 素 気 体 を 加 え て 製 品 と す る 。
 〔 実 施 例 ８ ６ ～ ９ ５ 〕
【 ０ １ １ ９ 】
　 果 物 を 原 料 と す る 製 剤
原 料 は 本 発 明 可 食 用 有 機 酸 成 分 が ０ .３ %以 上 を 含 む 果 物 、 例 え ば ミ カ ン 、 モ
ン 、 ウ メ 、 グ レ プ フ ル ー ツ 、 ブ ロ ウ 、 り ん ご 、 ス タ ー フ ル ー ツ 、 イ チ ゴ 、 パ
イ ナ ッ プ ル な ど を 、 通 常 の 製 缶 法 で 選 び 、 洗 浄 、 枝 除 き 、 頭 尾 切 、 皮 む き と
核 を 除 き 、 芽 を 除 き 、 輪 き り 、 缶 詰 め 、 秤 量 、 糖 液 加 え 、 殺 菌 、 冷 却 、 検 査 、
包 装 な ど 工 程 缶 詰 め に す る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
前 に 述 べ た 実 施 例 は 皆 純 粋 な 有 機 酸 を 使 っ た 。 今 は 直 接 酸 を 含 む 果 物 を 有 機
酸 の 物 質 と し て 、 前 記 し た 実 強 施 例 に 加 え 、 酸 度 の 低 い も の は 研 磨 或 る い は
ジ ュ ー ス に し た 状 態 で 、 濃 縮 操 作 を え て 酸 度 を 引 き 上 げ 、 酸 量 を 計 算 し た 上
実 施 例 に 加 え る 。
【 ０ １ ２ １ 】
例 え ば 実 施 例 ８ ４ 、 １ ０ リ ッ ト ル の オ レ ン チ ジ ュ ー ス を 作 る に は 、 酸 度 １ .０ %の オ
レ ン チ ジ ュ ー ス ５ ｋ ｇ 、 と １ ５ ０ ｇ の ク エ ン 酸 が 必 要 で あ る 。 ク エ ン 酸 で 計 算 す れ
ば ２ ０ ０ ｇ の ク エ ン 酸 に 相 当 す る 。 表 に あ る 酸 度 の 違 う 果 物 を ２ ０ ０ ｇ の ク エ ン 酸
に 入 れ 替 わ る と 表 ６ の 通 り で あ る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
〔 表 ７ 〕 　 果 物 を 原 料 と し た 時 薬 剤 量 の 換 算 　
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【 ０ １ ２ ３ 】
表 か ら 分 る よ う に 実 施 例 ９ ０ 、 ９ １ 、 ９ ２ 、 ９ ４ は １ ０ ｋ ｇ よ り 多 い 果 物 を 要 し 、 故 に
使 う 前 に 濃 縮 さ せ て 体 積 を 減 ら す こ と が 必 要 で あ る 。
本 発 明 薬 剤 は た べ ら れ る 有 酸 な の で 、 酸 を 含 む 果 物 の 利 用 は 当 た り 前 の こ と
で あ る 。 そ の 他 の 成 分 は 、 薬 剤 が 許 容 す る ビ ヒ ク ル に 当 た る 。
 〔 実 施 例 ９ ６ 〕
【 ０ １ ２ ４ 】
　 果 物 (レ モ ン )
原 料 は 酸 度 ６ ％ の レ モ ン １ ｋ ｇ 、 砂 糖 粉 ０ .５ ｋ ｇ 、 蜂 蜜 ０ .３ ｋ ｇ 、 甘 草 膏 １ g、 塩 ０ .２
g
で あ る 。
製 造 方 法 は レ モ ン を 選 び 、 皮 削 り 、 洗 浄 、 切 、 瓶 詰 め 半 量 、 砂 糖 粉 、 蜂 蜜 、
甘 草 膏 、 塩 を 激 し い 攪 拌 う ち に 順 序 に 加 え た 後 、 等 量 の も の を 瓶 に 加 え て 封 瓶 、
熱 殺 菌 、 冷 却 を え て 製 品 と す る 、 或 い は 熱 処 理 せ ず 。
 〔 実 施 例 ９ ７ 〕
【 ０ １ ２ ５ 】
　 果 物 (酸 ス タ ー フ ル ー ツ )
原 料 は 酸 度 ５ ％ の ス タ ー フ ル ー ツ １ ｋ ｇ 、 砂 糖 粉 ０ .５ ｋ ｇ 、 蜂 蜜 ０ .３ ｋ ｇ 、 甘
草 膏 １ g、 塩 ０ .２ gで あ る 。
製 造 方 法 は ス タ ー フ ル ー ツ を 選 び 、 洗 浄 、 頭 尾 切 、 ３ ／ ４ イ ン チ に 切 、 瓶 詰
め 半 量 、 砂 糖 粉 、 蜂 蜜 、 甘 草 膏 、 塩 を 激 し い 攪 拌 う ち に 順 序 に 加 え た 後 、 等 量
の も の を 瓶 に 加 え て 封 瓶 、 熱 殺 菌 、 冷 却 を え て 製 品 と す る 、 或 い は 熱 処 理 せ ず 。
 〔 実 施 例 ９ ８ 〕
【 ０ １ ２ ６ 】
　 イ ン ス タ ン ト ・ コ ー ヒ ー と テ ト ラ パ ッ ク ・ コ ー ヒ ー
原 料 は コ ー ヒ ー 豆 １ ０ ｋ ｇ 、 り ん ご 酸 １ .５ ｋ ｇ 、 砂 糖 ９ .６ ｋ ｇ 、 ク リ ン マ ー ２ ｋ ｇ 、 水
適 量 で あ る 。
製 造 方 法 は コ ー ヒ ー 豆 を 炒 め 、 粉 砕 、 加 圧 熱 水 こ し 、 １ ０ リ ッ ト ル の ３ ０ ％ エ
キ ス を え た 。 そ こ に 、 り ん ご 酸 を 加 え た 後 常 法 で チ ッ 素 雰 囲 気 の も と で 凍
結 乾 燥 さ せ る と 酸 ３ ３ ％ を 含 む ４ .５ ｋ ｇ の コ ー ヒ ー ・ エ キ ス を 得 た 。
【 ０ １ ２ ７ 】
こ の エ キ ス に 砂 糖 と ク リ ン マ と を 混 ぜ た 後 、 １ ７ gの 量 に 小 分 け し て ア ル ミ 二
ュ ウ ム ・ フ ォ イ ル に 詰 め 、 携 帯 式 の コ ー ヒ ー と な る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
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前 に 得 た １ ０ リ ッ ト ル の ３ ０ ％ エ キ ス に 、 り ん ご 酸 １ .５ ｋ ｇ 、 砂 糖 ９ .６ ｋ ｇ 、 ク リ
ン マ ７ .２ ｋ ｇ 、 と 水 を 加 え て 総 量 ２ ４ ０ リ ッ ト ル と 成 り 、 再 び 沸 か し 、 冷 却 後 、
２ ０ ０ ｍ ｌ に 小 分 け て 包 装 す る と 、 １ ２ ０ ０ パ ッ ク の 製 品 を え た 。
 〔 実 施 例 ９ ９ 〕
【 ０ １ ２ ９ 】
　 り ん ご サ イ ダ ー
原 料 は 砂 糖 １ .４ ｋ ｇ 、 り ん ご 酸 ４ ０ g、 イ ソ 吉 草 酸 ブ チ ル ４ g、 ビ タ ミ ン B１ ２ ０ ｍ ｇ 、
水 適 量 、 総 量 は １ ０ リ ッ ト ル で あ る 。
製 造 方 法 は 先 ず 砂 糖 を ５ ６ ％ の 溶 液 に 作 る 。 酸 、 香 料 、 ビ タ ミ ン な ど を 水 に
溶 け た 後 砂 糖 液 と 混 ぜ た 後 、 ろ 過 、 冷 却 、 高 圧 の 二 酸 化 炭 素 気 体 と 接 触 、 瓶 詰
め の 工 程 を え て １ ０ リ ッ ト ル の 製 品 と す る 。 そ の 際 瓶 の 圧 力 は １ ５ ℃ で ５ ０ lb
で あ る 。
 〔 実 施 例 １ ０ ０ 〕
【 ０ １ ３ ０ 】
　 サ ル サ
原 料 は サ ル サ エ キ ス １ ０ ０ ｍ ｌ 、 ア ル コ ー ル ２ ４ ｍ ｌ 、 砂 糖 ５ ０ ０ g、 果 糖 ３ ９ ０ g、 五 酸
化 二 リ ン ５ .５ g、 カ ラ メ ル １ ０ g、 香 草 精 １ ｍ ｌ 、 ク エ ン 酸 １ ０ ０ g、 水 適 量 、 総 量 を
１ ０ リ ッ ト ル と す る 。
製 造 方 法 は 先 ず 香 料 ア ル コ ー ル に 溶 け た 後 サ ル サ ・ エ キ ス と 混 ぜ 、 そ れ か ら
他 の 成 分 と を 純 水 に 溶 け て １ ０ リ ッ ト ル と す る 。 次 い で ， サ イ ダ ー の 製 造 方 法 と 同 じ 工 程
を え て 製 品 と す る 。
 〔 実 施 例 １ ０ １ 〕
【 ０ １ ３ １ 】
　 コ ー ラ
原 料 は コ ー ラ 種 の エ キ ス １ ０ ０ ｍ ｌ 、 ア ル コ ー ル ２ ４ ｍ ｌ 、 砂 糖 ５ ０ ０ g、 果 糖 ３ ９ ０ g、
五 酸 化 二 リ ン ５ .５ g、 カ ラ メ ル １ ０ g、 香 草 精 １ ｍ ｌ 、 カ フ ェ イ ン １ .４ g、 ク エ ン 酸
１ ０ ０ g、 水 適 量 、 総 量 を １ ０ リ ッ ト ル と す る 。
製 造 方 法 は サ ル サ と 同 じ 。
 〔 実 施 例 １ ０ ２ 〕
【 ０ １ ３ ２ 】
　 醗 酵 乳 飲 み 物
原 料 は ス キ ム ミ ル ク １ ０ リ ッ ト ル 、 ス キ ム 粉 ミ ル ク ２ ｋ ｇ 、 水 飴 ５ ｋ ｇ 、 砂 糖 ３ ｋ ｇ 、
CMC１ ０ ０ g、 ク エ ン 酸 ５ ０ g、 リ ン 酸 １ ０ g、 乳 酸 菌 因 子 １ ８ ０ ｍ ｌ 、 香 草 精 １ ｍ ｌ で あ う
る 。
製 造 方 法 は 先 ず ス キ ム ミ ル ク と ス キ ム 粉 ミ ル ク 混 ぜ た 後 、 水 飴 と 砂 糖 を 溶 け 、
８ ０ ℃ で ３ ０ 分 加 熱 し 、 ４ ０ ℃ ま で 冷 却 し と き 乳 酸 菌 因 子 を 加 え 、 ３ ８ ℃ で ２ 時
間 の 醗 酵 を 行 い 、 ジ ェ リ 化 し た ら ク エ ン と リ ン 酸 を 加 え 、 次 い で 、 激 し い 攪 拌
を し て 更 に ６ ０ ℃ ま で 加 熱 し て 均 一 化 し 、 CMC液 を 加 え 、 分 散 乳 化 後 、 水 飴 と
砂 糖 を 加 え て 攪 拌 と 同 時 に 加 熱 し て 溶 け 、 ８ ０ ℃ で ２ ０ 分 加 熱 滅 菌 す る 。 熱 い
う ち に ろ 過 し 、 冷 却 少 料 量 ア ル コ ー ル に と け た 香 料 を 加 え 、 瓶 詰 め し て 製 品 と
す る 。 も し 最 後 の 滅 菌 を し な い と 、 活 性 乳 酸 菌 を 含 む 飲 み 物 で あ る 。
 〔 実 施 例 １ ０ ３ 〕
【 ０ １ ３ ３ 】
　 ビ ー ル
原 料 は 台 湾 公 売 局 の ビ ー ル １ ０ リ ッ ト ル （ そ の 比 重 は １ .０ ０ ７ ５ 、 浸 出 物 質 ３ .４ ％ 、
pH４ .２ 、 酸 度 １ .３ ） 、 ク エ ン 酸 ４ ５ g、 ク エ ン 酸 二 水 素 カ リ ウ ム ２ ５ g、 二 酸 化 炭 素
気 体 で あ る 。
製 造 方 法 は ビ ー ル に ク エ ン 酸 と ク エ ン 酸 二 水 素 カ リ ウ ム に 溶 け て 混 ぜ た 後 、
二 酸 化 炭 素 気 体 を 補 充 し た ら 瓶 詰 め し て 製 品 と す る 。
 〔 実 施 例 １ ０ ４ 〕
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【 ０ １ ３ ４ 】
　 果 実 酒
原 料 は レ モ ン １ .５ ｋ ｇ 、 に ん に く ３ ０ ０ g、 生 姜 ５ ０ g、 果 糖 ２ ０ ０ g、 米 酒 ２ リ ッ ト ル 、
蜂 蜜 ３ ０ ０ gで あ る 。
製 造 方 法 は 先 ず レ モ ン の 皮 を 剥 き 除 い た ら 片 に 切 っ て 瓶 に 詰 め る 。 に ん に く
は マ イ ク ロ ウ エ ブ で １ 分 間 加 熱 し 、 冷 却 後 瓶 に 詰 め る 。 生 姜 も 片 に 切 っ て 瓶 に
詰 め る 、 最 後 に 果 糖 、 米 酒 、 蜂 蜜 加 え 、 瓶 を 閉 め て 一 月 置 い た ら 製 品 と な る 。
 〔 実 施 例 １ ０ ５ 〕
【 ０ １ ３ ５ 】
　 そ の 他 の 酒 、 例 え ば ウ ィ ス キ ー 、 米 酒 、 ブ ラ ン デ ィ 、 清 酒 、 コ ウ リ ョ ウ 酒 、 ぶ ど う 酒 な
ど 。
酒 を 醸 造 す る と き 皆 有 機 酸 が 副 産 物 と し て 出 で 来 る 。 例 え ば 米 酒
（ ０ .４ %‾０ .６ %） 、 清 酒 （ ０ .１ ５ ％ ） 、 コ ウ リ ョ ウ 酒 （ ０ .０ ５ ５ ‾０ .０ ７ ％ ） 、 ぶ ど
う 酒 （ ０ .５ ％ ～ ３ ％ ） で あ る 。 故 に 本 発 明 の 酒 配 合 剤 は 既 成 の さ け で あ り 、 酸 度 を ２ ‾３
％ を 目 安 と し て 、 足 り な い 分 を 酸 で 補 お う 。
 〔 実 施 例 １ ０ ６ 〕
【 ０ １ ３ ６ 】
　 五 加 皮 薬 酒
原 料 は 薬 材 ２ ０ g（ 五 加 皮 ０ .５ g、 桂 皮 １ .９ g、 当 帰 １ .５ g、 玉 竹 ５ g、 白 党 参 ０ .４ g、
川 キ ョ オ ０ .７ g、 甘 草 ０ .７ g、 何 烏 首 １ .５ g、 川 牛 漆 ０ .５ g、 熟 地 ７ .５ gを 含 む ） 、
ア ル コ ー ル ３ .０ ７ リ ッ ト ル 、 カ ラ メ ル １ .５ g、 飴 ４ ０ ０ g、 白 糖 ４ ０ ０ g、 醤 油 色 素 ２ ０ g
、
ク エ ン 酸 ３ ８ ０ g、 吉 草 酸 ア ミ ル １ g、 総 量 が ２ .３ リ ッ ト ル で あ る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
製 造 方 法 は 先 ず 薬 材 の 玉 竹 と 熟 地 を 除 い て そ の 他 の も の を 粉 砕 し 混 合 し て
袋 に 詰 め て ア ル コ ー ル に 二 週 間 浸 漬 す る 。 玉 竹 と 熟 地 を 粉 砕 し た 後 水 を 加 え 二
重 鍋 で ８ 時 間 煮 込 む 。 沸 い た 水 で 飴 を 溶 け 、 そ こ に 浸 薬 の ア ル コ ー ル と 煮 込
み の 水 溶 液 と を 混 ぜ 、 ア ル コ ー ル の 含 有 量 を ２ ５ ％ に 調 整 し 、 色 素 と 香 料 を 加
え 、 充 分 攪 拌 し て 一 週 間 放 置 し 、 沈 で ん 、 貯 蔵 、 瓶 詰 め な ど 工 程 え て 製 品 と す
る 。
 〔 実 施 例 １ ０ ７ ～ １ １ １ 〕
【 ０ １ ３ ８ 】
　 チ ン キ 剤 、 抗 炎 、 鎮 痛 、 抗 痒
原 料 は ク エ ン 酸 １ ０ g、 グ リ セ リ ン ５ g、 ア ル コ ー ル （ ７ ０ v／ v） ９ ０ ｍ ｌ 。 　
製 造 方 法 は 原 料 を 混 ぜ て 製 品 と す る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
各 症 状 の 治 療 の 患 者 は 五 人 を 一 組 、 一 日 三 回 の 薬 剤 を 塗 っ て ， 結 果 は 表
７ に 示 す 通 り で あ る 。 本 発 明 薬 剤 は 良 い 効 果 を 持 ち 上 、 色 が な い の で 着 物 に 汚
す 事 が な い 。 皮 膚 破 れ た 傷 に は 短 時 間 の 刺 激 感 が あ る 。 明 ら か に 、 本 発 明 薬 剤
は 抗 炎 剤 、 鎮 痛 剤 、 抗 痒 剤 に 適 用 す る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
〔 表 ８ 〕 　 チ ン キ 剤 の 治 療 試 験 　 　
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 〔 実 施 例 １ １ ２ 〕
【 ０ １ ４ １ 】
　 ア レ ル ギ ー リ ス ク を 下 げ る 乳 製 品
原 料 は ミ ル ク １ ０ リ ッ ト ル 、 ク エ ン 酸 １ ５ ｇ 、 Ｃ a－ CMC３ gで あ る 。
製 造 方 法 は 、 ミ ル ク を 攪 拌 し な が ら Ｃ a－ CMCを 加 え 、 均 一 に し た ら ク エ ン 酸
を 加 え て 溶 け 、 又 攪 拌 均 一 し て ア レ ル ギ ー リ ス ク を 下 げ る 牛 乳 製 品 と す る 。
ア レ ル ギ ー リ ス ク を 下 げ る 牛 乳 を ス プ レ ー 乾 燥 機 で 粉 ミ ル ク に 製 造 す れ ば 、
ア レ ル ギ ー リ ス ク を 下 げ る 粉 ミ ル ク が で き る 。
 〔 実 施 例 １ １ ３ 〕
【 ０ １ ４ ２ 】
　 蝦 の 加 工
原 料 は 小 え び １ ０ ｋ ｇ 、 塩 ３ ６ ０ g、 ク エ ン 酸 ３ ６ ０ g、 水 ２ ０ リ ッ ト ル で あ る 。
製 造 方 法 は 先 ず 籠 に 蝦 を 入 れ 、 水 槽 で 水 洗 い し た 後 水 を こ す 。 塩 と ク エ ン
酸 を と け て あ っ た す で に 沸 か し た ２ ０ ０ リ ッ ト ル の 水 溶 液 に 、 干 し た 蝦 を 入 れ
２ ０ 分 間 煮 熟 し 、 熟 し た え び を 取 り 出 し て 薄 い 草 座 に し い て 日 干 し 、 干 し た 物
を 包 装 し て 製 品 と す る 。 本 発 明 薬 剤 で 処 理 し た 蝦 の 新 鮮 さ を 長 期 に 保 存 す る こ
と が で き る う え 、 ア レ ル ギ ー に な り 易 い 人 に 食 べ さ せ て も 免 疫 上 の 問 題 が な く 。
 〔 実 施 例 １ １ ４ 〕
【 ０ １ ４ ３ 】
　 干 し 魚 の 加 工
原 料 は 小 い わ し １ ０ ｋ ｇ 、 塩 １ .２ ｋ ｇ 、 ク エ ン 酸 １ ｋ ｇ 、 水 ２ ０ リ ッ ト ル で あ る 。
製 造 方 法 は 先 ず 塩 と ク エ ン 酸 を な べ に あ る ２ ０ リ ッ ト ル 水 に 溶 け て 煮 液 と る 。
い わ し を 水 槽 中 で 水 洗 い 、 取 り 出 し て １ ０ 層 を 重 ね る 蒸 し 籠 に 詰 め て 、 沸 騰 し
た 水 槽 液 に 入 れ 、 原 料 を 入 れ た 後 、 釜 の 水 が 再 び 沸 か し た 時 は 煮 熟 時 間 で あ る 。
新 鮮 な 煮 液 を 加 え 、 釜 液 に 浮 か ぶ も の を 洗 い 落 と し た 後 、 蒸 し 籠 を 取 り 出 し て
そ の ま ま 日 干 し に す る 。 毎 日 一 回 籠 を 反 転 し て 干 し 、 夏 に は 約 ３ 日 で 完 成 す る 。
い わ し を 包 装 し て 製 品 と す る 。
 〔 実 施 例 １ １ ５ 〕
【 ０ １ ４ ４ 】
　 塩 干 い わ し
原 料 は い わ し １ ０ ｋ ｇ 、 塩 １ ｋ ｇ 、 り ん ご 酸 ４ ０ ０ gで あ る 。
製 造 方 法 は 先 ず 新 鮮 な い わ し を 水 で 洗 い し た 後 、 塩 と り ん ご 酸 を 溶 け て あ る
６ リ ッ ト ル の 浸 液 に 入 れ 、 ８ 時 間 後 取 り 出 し 、 日 干 し に し た ら 製 品 と す る 。
 〔 実 施 例 １ １ ６ 〕
【 ０ １ ４ ５ 】
　 か に 缶 詰 め
原 料 は 帝 王 か に の 肉 ２ ｋ ｇ 、 塩 ５ ０ g、 り ん ご 酸 １ ０ ０ gで あ る 、
製 造 方 法 は 先 ず 塩 と り ん ご 酸 を １ .５ リ ッ ト ル 水 に 溶 け 、 こ の 溶 液 を 沸 か し た
時 か に 肉 を 入 れ 、 肉 色 が 白 く な っ た ら 取 り 出 し 、 缶 に 詰 め 、 封 缶 、 加 圧 滅 菌 、
冷 却 、 検 査 な ど の 工 程 を え て 製 品 と す る 。
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 〔 実 施 例 １ １ ７ 〕
【 ０ １ ４ ６ 】
　 玉 子 料 理 （ コ ハ ク 酸 入 り 芙 蓉 料 理 ）
原 料 は か に 缶 詰 め １ ／ ２ 缶 、 米 酒 １ ０ ｍ ｌ 、 玉 子 ６ 個 、 コ ハ ク 酸 ６ g、 塩 ３ g、 味 の
素 １ g、 落 花 生 油 １ ５ g、 グ リ ン ピ ー ス ５ gで ４ 人 前 分 で あ る 。
製 造 方 法 は 先 ず か に 肉 に 酒 、 玉 子 、 コ ハ ク 酸 、 塩 、 味 の 素 等 と 調 和 し 、 鍋 に
落 花 生 油 を 入 れ 、 煙 が 出 し 始 め と き 、 か に 肉 調 和 物 を グ リ ン ピ ー ス と 半 熟 に 炒
め 、 裏 返 し て ち ょ っ と 炒 め た ら 製 品 と な る 。
 〔 実 施 例 １ １ ８ 〕
【 ０ １ ４ ７ 】
　 魚 缶 に 二 種 類 の 活 性 成 分 を 含 む （ ク エ ン 酸 と 乳 酸 菌 ニ シ ン ） 原 料 は 実 施 例 ７ ６ の 製 造 工
程 に は 、 ト マ ト ー ケ チ ヤ プ を 加 え る 前 に 、 そ の ７ ５ gの ト マ ト ー ケ チ ヤ プ を 先 ず １ ０ ｍ ｇ
の 乳 酸 菌 ニ シ ン （ NISIN） と 混 ぜ た 後 封 缶 と 通 常 の 工 程 を 得 て 製 品 と す る 。
 〔 実 施 例 １ １ ９ 〕
【 ０ １ ４ ８ 】
　 皮 膚 か ら の 吸 収 剤
基 材 の 組 成 は ア ク リ 酸 エ ス テ ル オ リ ゴ マ ー （ C４ ～ C８ ） ４ ７ ％ 、 と （ ア ク リ 酸
２ ー エ チ ル ・ へ キ シ ９ ６ ％ 、 ｎ ー エ チ レ ン ー ２ ー プ ロ リ ト ン ４ ％ ） ５ ３ ％ と を
混 ぜ 、 そ れ か ら ５ ％ の ２ ー 〔 ４ ー （ ２ ー オ キ シ ー ２ ー メ チ ル ー １ ー オ キ シ プ ロ ピ
ル ） べ ゾ エ ル 〕 ー ２ ー ア ク リ エ ス テ ル の 硬 化 剤 と 混 ぜ さ せ る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
皮 膚 吸 収 な は り 付 け 剤 の 組 成 は 、 ぺ ー パ ミ ン ト ０ .９ ｇ 、 ハ ッ カ 油 １ .２ g、 樟 脳
０ .８ g、 ク エ ン 酸 １ .２ g、 と 上 記 の 基 材 と 調 和 し て １ ０ ０ gと す る 。 処 理 し た 紙 に ２ 組 の
薬 剤 を 均 一 に 塗 り 、 ３ ０ ０ w／ inchの 紫 外 線 に １ 分 間 照 射 し て 製 品 と す る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
本 発 明 製 品 を ５ 人 の 試 験 者 に 長 時 間 使 用 し た と こ ろ 、 ア レ ル ギ ー や 痒 み も せ ず 。 薬 剤 の 吸
収 効 果 が 伝 統 の も の よ り 良 い こ と が 分 っ た 。
 〔 実 施 例 １ ２ ０ 〕
【 ０ １ ５ １ 】
　 抗 ア レ ル ギ ー 手 袋 の 製 造
原 料 は ラ テ ッ ク ス （ pH１ ０ .５ 、 ア モ 二 ア を 含 む 、 固 体 成 分 ５ ０ ％ 、 Taiping, Perak, 
Malaysis産 ） ２ ０ ０ ％ 、 ホ ウ 酸 で 処 理 し た 乳 汁 蛋 白 (固 体 成 分 １ ０ ％ )７ ５ ％ 、 酸 化
亜 鉛 分 散 液 (固 体 成 分 ５ ０ ％ )１ ０ .０ ％ 、 エ ピ ク ロ ヒ ト リ ン で ク ロ ス リ ン キ ン グ し
た ト ウ モ ロ コ シ で ん ぷ ん ス ラ リ ー  (固 体 成 分 ５ ０ ％ )１ ３ ３ ％ 、 イ オ ウ １ ％ 、 分 子
量 ５ ０ ０ ０ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ の カ ル ボ キ シ ポ リ メ セ リ ン ポ リ マ ー 。 ０ .０ ５ ％ 、 そ の
ほ か
は 水 で 固 体 成 分 が １ ０ ％ 成 る よ う に 稀 釈 す る 。 凝 集 液 は 硝 酸 カ ル シ ウ ム ４ ５ ％ の
純 水 水 溶 液 で あ る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
製 造 方 法 は 普 通 の 手 袋 製 造 方 法 に 従 い 、 ま ず 手 型 を 凝 集 液 、 乾 燥 、 ラ テ ッ ク
ス 液 、 乾 燥 、 ラ テ ッ ク ス 液 、 口 折 、 乾 燥 、 ク ロ ス リ ン キ ン グ 、 洗 浄 、 乾 燥 、 ５ ％
の ク エ ン 酸 水 溶 液 、 乾 燥 、 粉 か け （ 粒 度 ５ ～ ４ ０ ミ ク ロ ン の 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム ） 、
型 は ず れ 、 包 装 の 工 程 を え て 製 品 と す る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
上 記 の 工 程 に は 、 も し 本 発 明 の 薬 剤 液 に 浸 漬 し な い と 、 本 発 明 の 薬 剤 を 粒 度 ５ ～ ４ ０ ミ ク
ロ ン に し た 後 、 ４ ％ を 含 有 率 の よ う に 粉 剤 と 混 合 し て 粉 か け す る 。 こ の 製 品 を 医 療 用 ラ テ
ッ ク ス 手 袋 に ア レ ル ギ ー し 易 い ５ 人 に 使 用 さ せ た と こ ろ 、 皆 ア レ ル ギ ー の 症 状 が な か っ た
。
 〔 実 施 例 １ ２ １ 〕
【 ０ １ ５ ４ 】
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　 頭 皮 ふ け 防 止 剤
原 料 の は っ か 油 １ .２ ％ 、 グ リ セ リ ン ６ ％ 、 ク ロ ロ フ ィ ル ０ .２ ％ 、 り ん ご 酸 ２ ％ 、 ア ル コ
ー ル ６ ０ ％ 、 純 水 ３ ０ .６ ％ な ど を 混 合 し て ヘ ア ト 二 ッ ク ト と な る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
ふ け の あ る 患 者 ５ 人 を 試 験 者 と し て 、 洗 髪 し た 後 、 毎 日 二 回 頭 皮 に 塗 る 。 ふ け と 痒 み の 症
状 が な く な っ た 。
 〔 実 施 例 １ ２ ２ 〕
【 ０ １ ５ ６ 】
　 ぶ ど う 糖 注 射 液 (他 の 活 性 成 分 を 含 む )
無 菌 室 で 高 圧 蒸 気 滅 菌 し た 純 水 １ ０ リ ッ ト ル に 、 ５ ０ ０ ｇ の グ ル コ ー ス と ク エ ン 酸 １ ０ g
を 溶 け 、 無 菌 ろ 過 処 理 し た 後 、 Ｇ Ｍ Ｐ の 規 定 に よ り ５ ０ ０ ｍ ｌ 瓶 に 詰 め て 製 品 と す る 。
 〔 実 施 例 １ ２ ３ 〕
【 ０ １ ５ ７ 】
　 抗 自 由 基 試 験
本 試 験 に は 、 自 由 基 量 の 測 定 は 米 国 の バ ィ オ バ イ タ ル (BioVitale Inc. Irvine, La., USA
)の 個 人 用 自 由 基 試 験 キ ッ ト (Individual free radical testing kit)を 使 用 す る 。 方 法 は
受 験 人 の 尿 を キ ッ ト の ピ ぺ ッ ト で 一 定 量 を と リ 、 試 験 剤 を 入 れ て あ る ア ン プ ル の 蓋 を 開 け
、 ピ ぺ ッ ト に あ る 尿 を く わ え 、 瓶 を 振 っ て ５ 分 間 経 っ た ら 、 瓶 内 液 体 の 色 を キ ッ ト の 標 準
表 に 照 ら し 、 そ の 合 っ た も の を 読 み 取 る 。 標 準 表 に は 、 最 適 量 (０ )、 低 い 量 (+１ )、 中 間
量 (+２ )と 高 い 量 (+３ )の 四 つ の ラ ン ク に 分 け る 、
【 ０ １ ５ ８ 】
試 験 す る 前 に 、 ４ ０ ～ ５ ０ 歳 の ５ 人 の 尿 を 測 定 し た 、 そ の 中 自 由 基 量 が 中 間 量 の は 二 人 、
と 高 い 量 の も の は 三 人 で し た 。 こ の 五 人 に 各 々 実 施 例 ５ １ の 薬 剤 一 日 三 回 を 投 与 し た 。 ２
日 後 各 々 の 尿 の 自 由 基 を 分 析 し た 結 果 は 表 ８ に 示 し た 通 り で し た 。 本 発 明 製 品 は 良 い 抗 自
由 基 の 効 果 を も つ 。
【 ０ １ ５ ９ 】
〔 表 ９ 〕 　 尿 液 自 由 基 の 含 量 　
　
　
　
　
　
　
　
　
 〔 実 施 例 １ ２ ４ ～ １ ２ ８ 〕
【 ０ １ ６ ０ 】
　 酵 素 活 性 の 抑 制 試 験
前 に 行 っ た 実 施 例 １ ～ ４ ５ と 実 施 例 １ ０ ７ ～ １ １ １ 　 か ら 分 る よ う に 本 発 明 薬 剤 は 、 ヒ ス
タ ミ ン 、 炎 症 、 鎮 痛 、 抗 痒 み 等 の 症 状 を 抑 制 す る 事 が で き る 。 薬 理 学 的 か ら も 分 る 前 列 腺
素 の 遊 離 を も 抑 制 し 、 故 に 栓 子 と 血 栓 の 生 成 に 依 る 脳 卒 中 の 脳 出 血 と 心 筋 梗 塞 な ど の 心 血
管 病 気 を 除 か れ る 。 何 故 な ら ば 血 小 板 の 出 す 前 列 腺 凝 素 は 血 小 板 に 凝 集 の メ ッ セ ー ジ を 強
め 、 そ れ は 血 固 ま り を 生 成 す る の は は じ め て で あ る 。 実 施 例 １ ２ ３ の 自 由 基 量 の 試 験 結 果
か ら 分 り 、 前 列 腺 素 の 遊 離 に 必 要 な シ ク ロ キ シ ゲ ナ ー ゼ ノ の 活 性 に は 過 酸 素 自 由 基 が 存 在
し な い 。 フ ラ イ ド ウ ィ チ (Fridowich)に 依 る と パ ー オ キ シ ー ト 自 由 基 の 生 成 す る 途 中 に は
、 キ サ ン チ ン 酸 酵 素 を も っ て 体 外 で 試 験 す る こ と が で き る (Fridowich, I., １ ９ ７ ０ , J.
 Biol. Chem., , ４ ０ ５ ３ ～ ４ ０ ５ ７ )。 よ っ て 、 本 発 明 は こ の 方 法 で 薬 剤 の 効 か
を 証 明 す る 。
【 ０ １ ６ １ 】
キ サ ン チ ン 酸 酵 素 の 抑 制 試 験 は 、 カ ル カ ー ル (H.M. Kalchal)の 方 法 で 行 う
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(J.Bio. Chem.,１ ６ ７ , ４ ２ ９ ～ ４ ４ ３ , １ ９ ４ ７ )。 そ の 基 本 の 原 理 は キ サ ン チ ン 酸 酵
素
が キ サ ン チ ン に 作 用 し た ら 、 キ サ ン チ ン が 尿 酸 変 わ る 。 分 光 光 度 計 法 に よ っ て
の 尿 酸 量 を 測 っ た ら 薬 剤 の キ サ ン チ ン 酸 酵 素 に 対 す る 抑 制 効 果 を 計 算 す る 事
が で き る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
操 作 の 順 次 は 、 過 酸 素 自 由 基 の 生 成 す る 時 に は 、 分 光 光 度 計 の １ ｃ ｍ セ ル に
最 終 濃 度 が ０ .０ １ u／ ｍ ｌ に 成 る よ う に キ サ ン チ ン 酸 酵 素 を 入 れ 、 そ こ に ０ .０ ５ M
（ pH７ .４ ） の リ ン 酸 バ ッ フ ァ 剤 ま た は イ ン ヒ ビ タ ー を 加 え る 。 反 応 時 間 の 初 め
は キ サ ン チ ン の 最 終 濃 度 が ５ x１ ０ ー ５ Mに な っ た 時 か ら で あ る 。 コ ン ト ロ ー ル 組
に は 沸 騰 し て 処 理 し た キ サ ン チ ン 酸 酵 素 を 用 い て 、 キ サ ン チ ン と 薬 剤 と 混 ぜ 、
サ ン プ ル 誤 差 を さ げ る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
測 定 条 件 は 波 長 ２ ９ ５ ｎ ｍ で ２ 分 間 内 に 、 ３ ０ 秒 毎 に そ の デ ー タ を と る 。
薬 剤 の 抑 制 活 性 の 表 示 法 と し て 、 各 々 抑 制 剤 の 各 種 の 薬 用 量 が 酵 素 の 活 性 の 抑 制 率 (％ )で
表 す 。 キ サ ン チ ン 酸 酵 素 の 活 性 計 算 単 位 は ０ .０ ０ １ ／ M／ ｍ ｉ ｎ の 変 化 量 で あ る 。 対 数 記
録 用 紙 に 各 々 添 加 し た 抑 制 剤 の 濃 度 （ M） を 抑 制 率 (％ )の 函 数 と す る 。 最 後 に 線 性 の 回 帰
法 で 酵 素 の 抑 制 率 が ５ ０ ％ に 達 し た 時 の 薬 剤 の 濃 度 （ IC５ ０ ） を 求 め る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
測 定 し た 薬 剤 は 、 コ ハ ク 酸 、 ク エ ン 酸 、 り ん ご 酸 、 酒 石 酸 、 フ マ ル 酸 、 葉 酸 等 で 、 葉 酸 は
比 較 の 目 安 で あ る 。 結 果 は 表 に 示 す 通 り 、 本 発 明 薬 剤 が 良 い 抑 制 効 果 で し た 。
【 ０ １ ６ ５ 】
〔 表 １ ０ 〕 　 抑 制 酵 素 の 活 性 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 〔 実 施 例 １ ３ ０ 〕
【 ０ １ ６ ６ 】
　 抗 痛 の 試 験
本 発 明 薬 剤 （ り ん ご 酸 ３ ０ ０ ｍ ｇ 、 酒 石 酸 ３ ０ ０ ｍ ｇ 、 ク エ ン 酸 ３ ０ ０ ｍ ｇ 、 カ フ ェ イ ン
５ ０ ｍ ｇ 、 カ テ キ ン １ ０ ｍ ｇ ） を 生 理 痛 と 頭 痛 が あ っ た ５ 人 に 投 与 し た 。 １ ０ 分 ～ ３ ０ 分
間 で 痛 を 緩 和 し た 。
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